
子どもの笑顔や愛らしい
しぐさには心が癒されますね。
とはいっても、毎日の子育ては、

思うようにいかず、悩み、疲れることも
あるでしょう。
そんなとき、同じように子育てしてい
る人や支援してくれる人たちと話した
り、ヒントをもらえたりすると元気が出
ます。
笑顔になれる施設や制度を利用し
ませんか。
※６・７面でくわしく紹介。

２「ＣＳＲ経営表彰」を創設

３９月は健康増進普及月間

４・５保健所・センターだより子育て支援センターの催し

６・７子育て応援制度を紹介

■人 口：507，712人
■世帯数：218，500世帯（平成24年8月1日現在）

もくじ
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■特集・自分に合った子育てを探してみませんか

古
紙
配
合
率
７０
％
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
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東
大
阪
市
内
の
施
設
で
取

り
扱
う
「
火
薬
類
取
締
法
」

「
高
圧
ガ
ス
保
安
法
」「
液
化

石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及

び
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る

法
律
」
の
保
安
３
法
に
か
か

る
申
請
お
よ
び
届
出
を
１０
月

１
日
�
か
ら
消
防
局
予
防
広

報
課
（
稲
葉
１
―

１
―

９
消
防

局
庁
舎
５
階
）
で
受
け
付
け

ま
す
。

１０
月
以
降
の
申
請
手
数
料

は
、
こ
れ
ま
で
の
大
阪
府
証

紙
に
よ
る
納
付
で
は
な
く
、

現
金
で
の
納
付
と
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

９
月
２８
日
�
ま
で
の
受
付

は
、
大
阪
府
保
安
対
策
課

（
０
６
―

６
９
４
４
―

６
６
５
２

〜
６
６
５
３
、
�
０
６
―

６
９

４
４
―

０
９
１
９
）へ
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、「
液
化
石
油
ガ
ス
の

保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適

正
化
に
関
す
る
法
律
」の
一
部

は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
大
阪

府
保
安
対
策
課
が
窓
口
で
す
。

◇
問
合
せ
先

消
防
局
予

防
広
報
課

０
７
２
（
９

６
６
）９
６
６
２
、�
０
７
２

（
９
６
６
）
９
６
６
９

市
で
は
、
新
た
な
表
彰
制
度

と
し
て
「
東
大
阪
市
Ｃ
Ｓ
Ｒ
経

営
表
彰
」
を
創
設
し
ま
し
た
。

「
良
好
な
財
務
経
営
」
と
、

環
境
、
地
域
・
社
会
貢
献
、
雇

用
、
人
権
・
労
働
の
分
野
で
の

「
企
業
の
社
会
的
責
任
（
Ｃ
Ｓ

Ｒ
）」活
動
を
両
立
し
、
市
域
に

軸
足
を
置
い
た
経
営
を
行
っ
て

い
る
企
業
を
表
彰
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い

（
表
彰
は
来
年
２
月
を
予
定
）。

◇
応
募
資
格

次
の
す
べ
て

に
該
当
し
て
い
る
市
内
の
中
小

企
業

▽
同
一
事
業
を
３
年
以

上
継
続
し
て
行
っ
て
い
る

▽

関
係
法
令
な
ど
を
遵
守
し
て
い

る

▽
市
税
を
滞
納
な
く
支
払

っ
て
い
る

▽
経
営
状
況
が
良

好

▽
他
の
事
業
所
の
模
範
と

な
る
よ
う
な
特
筆
す
べ
き
Ｃ
Ｓ

Ｒ
活
動
を
行
っ
て
い
る

◇
表
彰
の
種
類

次
の
４
つ

の
分
野
ご
と
に
表
彰

▽
環
境

�（
例
）環
境
負
荷
の
低
減
・
浄

化
対
策
、
環
境
に
配
慮
し
た
事

業
や
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

な
ど

▽
地
域
・
社
会
貢
献
�

（
例
）地
域
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
、
地
域
社
会
の
課
題

解
決
に
貢
献
す
る
活
動
な
ど

▽
雇
用
�（
例
）障
害
者
や
母
子

家
庭
の
母
の
雇
用
促
進
、
非
正

規
社
員
の
正
規
登
用
な
ど

▽

人
権
・
労
働
�（
例
）育
児
休
業

・
子
の
看
護
休
暇
制
度
の
導
入

な
ど※

各
分
野
の
取
組
み
事
例
に

つ
い
て
、
く
わ
し
く
は
応
募
要

領
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
応
募
方
法

申
請
書
に
必

要
事
項
を
書
き
、
必
要
書
類
を

添
え
て
、
１０
月
１２
日
�（
必
着
）

ま
で
に
郵
送
ま
た
は
直
接

※
応
募
要
領
と
申
請
書
は
、

経
済
総
務
課
で
配
布
。
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

も
で
き
ま
す
。

◇
応
募
・
問
合
せ
先

〒
５７７

―

８
５
２
１
市
役
所
経
済
総
務
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
７
４
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８
４
６

あ
な
た
の
会
社
や
お
店
の
従

業
員
を
推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。

表
彰
は
来
年
２
月
下
旬
に
ク
リ

エ
イ
シ
ョ
ン
・
コ
ア
東
大
阪
で

行
う
予
定
で
す
。

【
優
良
永
年
勤
続
従
業
員
】

永
年
に
わ
た
り
従
事
す
る
従

業
員
を
表
彰
し
ま
す
。

◇
対
象

市
内
事
業
所
の
従

業
員（
農
林
漁
家
の
個
人
経
営
、

公
務
を
除
く
）

◇
表
彰
の
資
格

同
一
事
業

所
に
引
き
続
き
１０
年
以
上
勤
務

す
る
従
業
員
（
週
所
定
労
働
時

間
が
２０
時
間
以
上
の
短
時
間
労

働
者
を
含
む
）
で
、
勤
務
成
績

が
優
秀
で
他
の
模
範
と
な
る
方

◇
事
業
所
の
規
模
・
被
推
薦

者
の
定
員

▽
１
人
〜
４９
人
の

事
業
所
�
４
人
以
内

▽
５０
人

〜
１
９
９
人
の
事
業
所
�
６
人

以
内

▽
２
０
０
人
以
上
の
事

業
所
�
８
人
以
内

◇

◇

◇
申
込
方
法

推
薦
調
書
に

必
要
事
項
を
書
い
て
、
１０
月
１２

日
�
（
必
着
）
ま
で
に
郵
送
ま

た
は
直
接

※
推
薦
調
書
、
要
綱
は
労
働

雇
用
政
策
室
、
ユ
ト
リ
ー
ト
東

大
阪
、
東
大
阪
商
工
会
議
所
で

配
布
。
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

〒

５７７
―

８
５
２
１
市
役
所
労
働
雇
用

政
策
室

０
６
（
４
３
０
９
）

３
１
７
８
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
４
６

市
で
は
、
平
成
２５
年
４
月
か

ら
公
の
施
設
を
管
理
す
る
指
定

管
理
者
を
募
集
し
ま
す
（
個
人

で
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
）。

募
集
要
項
は
、
９
月
１８
日
�

か
ら
各
担
当
課
で
配
布
し
ま
す
。

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。
応
募
方

法
な
ど
、
く
わ
し
く
は
各
担
当

課
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◇
募
集
施
設
・
担
当
課
（
問

合
せ
先
）

▽
グ
リ
ー
ン
ガ
ー

デ
ン
ひ
ら
お
か（
東
豊
浦
町
）�

労
働
雇
用
政
策
室

０
６（
４
３

０
９
）３
１
７
８
、�
０
６（
４
３

０
９
）３
８
４
６

▽
総
合
体
育

館「
東
大
阪
ア
リ
ー
ナ
」（
中
小
阪

４
）、ス
ポ
ー
ツ
ホ
ー
ル
か
が
や

き（
角
田
２
）�
青
少
年
ス
ポ
ー

ツ
室

０
６（
４
３
０
９
）３
２

８
２
、�
０
６（
４
３
０
９
）３
８

３
５

▽
東
体
育
館（
鷹
殿
町
）、

市
民
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
（
鳥
居

町
）
�
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
室

市
で
は
、
近
年
の
人
口
減

少
や
大
規
模
災
害
の
発
生
、

地
域
主
権
改
革
な
ど
社
会
経

済
情
勢
の
変
化
に
も
対
応
で

き
る
都
市
の
あ
り
方
を
示
す

「
東
大
阪
市
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
見
直
し
を

進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
計
画
の
素
案
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

素
案
の
内
容
は
、
９
月
１８

日
�
か
ら
１０
月
１７
日
�
ま
で

都
市
づ
く
り
課
お
よ
び
市
政

情
報
相
談
課（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
３０
分
）、ま
た
は
市
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト「
意
見
募
集

パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」
で
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。

◇
対
象

市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学（
い
ず
れ
か
）の
方
ま

た
は
市
内
に
事
業
所
が
あ
る

事
業
者
、法
人
、そ
の
他
団
体

◇
提
出
方
法

住
所
、
氏

名
（
団
体
は
団
体
名
、
所
在

地
、
代
表
者
名
）、
電
話
番
号

を
書
い
て
、１０
月
１７
日
�（
必

着
）
ま
で
に
郵
送
（
フ
ァ
ク

ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
閲
覧
場
所

へ
の
直
接
持
参
も
可
）

※
書
式
は
問
い
ま
せ
ん
が
、

閲
覧
場
所
に
意
見
書
の
ひ
な

形
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

◇
提
出
・
問
合
せ
先

〒

５７７
―

８
５
２
１
市
役
所
都
市
づ

く
り
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
２
１
３
、
�
０
６
（
４
３

０
９
）
３
８
３
１
、
Ｅ
メ
ー

ルto
s
h
id
u
k
u
ri@
ci

ty
.
h
ig
a
s
h
io
s
a
k
a
.
l

g
.jp

市
役
所
本
庁
舎
の
一
部
窓
口

業
務
を
第
４
土
曜
日
の
午
前
９

時
か
ら
正
午
ま
で
試
行
開
設
し

ま
す
。ぜ
ひ
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

手
続
き
の
際
に
は
、
運
転
免

許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
、
健
康
保

険
証
な
ど
本
人
が
確
認
で
き
る

書
類
が
必
要
で
す
。
当
日
に
手

続
き
が
完
了
し
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
く
わ
し
く
は
担

当
課
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
３
か
国
語
（
英
語
、

韓
国
・
朝
鮮
語
、
中
国
語
）
で

の
通
訳
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

９
月
の
開
設
日
・

受
付
時
間

▽
９
月
２２
日
�
午
前
９
時
〜

正
午

開
設
場
所

市
役
所
本
庁
舎
２
階
・
３
階

取
扱
業
務

【
住
民
関
係
】

▽
戸
籍
届
・
住
民
異
動
届
・

印
鑑
登
録
な
ど
の
届
出
、
住
民

票
・
印
鑑
証
明
な
ど
の
各
種
証

明
書
交
付
な
ど

◇
問
合
せ
先

市
民
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
７
２
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８
０
４

【
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
関
係
】

▽
加
入
・
脱
退
・
変
更
の
申

請
、各
種
療
養
費
の
給
付
申
請
、

保
険
料
の
納
付
・
相
談
な
ど

◇
問
合
せ
先

▽
医
療
保
険

室
資
格
給
付
課

０
６
（
４
３

０
９
）３
１
６
７
、�
０
６（
４
３

０
９
）
３
８
０
４

▽
医
療
保

険
室
保
険
料
課

０
６
（
４
３

０
９
）３
１
６
８
、�
０
６（
４
３

０
９
）
３
８
０
７

【
医
療
助
成
関
係
】

▽
子
ど
も
や
障
害
者
な
ど
の

医
療
費
助
成
に
か
か
る
医
療
証

の
申
請
や
療
養
費
の
申
請
な
ど

◇
問
合
せ
先

医
療
助
成
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
６
６
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８
０
５

【
児
童
手
当
な
ど
の
関
係
】

▽
児
童
手
当
や
児
童
扶
養
手

当
な
ど
の
申
請

◇
問
合
せ
先

国
民
年
金
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
６
５
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８
０
５

【
市
税
関
係
】

▽
市
税
の
各
種
証
明
書
発
行

や
納
付
・
相
談
・
申
告
受
付
・

申
請
受
付
・
閲
覧
・
届
出
、
原

動
機
付
自
転
車
や
小
型
特
殊
自

動
車
の
登
録
・
廃
車

◇
問
合
せ
先

▽
税
制
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
３
１
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８
１
０

▽
市
民
税
課

０
６
（
４
３

０
９
）３
１
３
５
、�
０
６（
４
３

０
９
）
３
８
０
９

▽
固
定
資

産
税
課

０
６
（
４
３
０
９
）

３
１
４
３
〜
３
１
４
４
、�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
１
１

▽

納
税
課

０
６
（
４
３
０
９
）

３
１
４
７
〜
３
１
５
２
、�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
０
８

◇

◇

◇
開
設
に
か
か
る
問
合
せ
先

政
策
調
整
室

０
６
（
４
３

０
９
）３
０
１
６
、�
０
６（
４
３

０
９
）
３
８
４
７

「
子
ど
も
手
当
（
平
成
２３
年

１０
月
〜
平
成
２４
年
３
月
分
）」の

申
請
期
限
は
窓
口
で
は
９
月
２８

日
�
午
後
５
時
３０
分
ま
で
、
郵

送
で
は
９
月
３０
日
�
（
消
印
有

効
）
で
す
。
提
出
が
ま
だ
の
方

は
、
早
急
に
国
民
年
金
課
ま
た

は
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

期
限
以
降
に
申
請
手
続
き
を

さ
れ
る
と
、
平
成
２３
年
１０
月
〜

平
成
２４
年
３
月
分
の
子
ど
も
手

当
を
受
給
で
き
な
く
な
る
と
と

も
に
、
平
成
２４
年
４
月
以
降
の

「
児
童
手
当
」
も
申
請
さ
れ
た

月
の
翌
月
分
か
ら
の
支
給
と
な

り
ま
す
。

◇
問
合
せ
先

国
民
年
金
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
６
５
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８
０
５

取
り
組
む
企
業
を
表
彰
し
ま
す

東
大
阪
ア
リ
ー
ナ
な
ど

公の施設の指定管理者

募集します

企
業
の
社
会
的
責
任

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
ＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣ
ＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳ
ＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲ
経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経
営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営
表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表
彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」をををををををををををををををををををを
創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創
設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設

市役所本庁舎の
一部窓口業務を開設

第４土曜日午前９時～正午

意
見
を
募
集
し
ま
す

雇
用
促
進
や
社
会
貢
献
に
取

り
組
む
企
業
を
応
援
し
ま
す

東
大
阪
市
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン（
素
案
）

パブリック
コメント

推
薦
し
て
く
だ
さ
い

優
良
永
年
勤
続
従
業
員

子
ど
も
手
当
の
申
請

期
限
は
９
月
３０
日
で
す
�

市消防局で受け付け
保安３法にかかる申請

１０月１日から

（２）平成２４年９月１５日東 大 阪 市 政 だ よ り



特
定
健
康
診
査
は
、
生
活
習

慣
病
を
予
防
し
、
健
康
へ
の
意

識
を
高
め
て
も
ら
う
た
め
、
医

療
保
険
者
が
実
施
し
て
い
ま
す
。

特
定
健
診
が
ス
タ
ー
ト
し
た

平
成
２０
年
度
か
ら
３
年
間
の
東

大
阪
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者

の
受
診
状
況
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、

毎
年
受
診
し
て
い
る
方
が
約
１０

％
、
一
度
も
受
け
た
こ
と
が
な

い
方
が
約
６０
％
と
い
う
結
果
で

し
た
。

自
分
の
体
の
状
態
や
変
化
を

知
る
た
め
に
も
、
ま
ず
は
特
定

健
診
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

特
定
健
診
を

受
け
る
に
は

特
定
健
診
の
対
象
と
な
る
の

は
今
年
度
４０
歳
以
上
７４
歳
以
下

の
方
で
、
受
診
に
は
、
現
在
加

入
し
て
い
る
健
康
保
険
の
保
険

者
が
発
行
す
る
受
診
券
が
必
要

で
す
。

４
月
１
日
現
在
、
東
大
阪
市

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
対
象
者
に
は
、
４
月
末
に
受

診
券
（
オ
レ
ン
ジ
色
）
を
送
付

し
て
い
ま
す
。
受
診
券
が
届
い

て
い
な
い
方
や
４
月
２
日
以
降

に
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
た

方
で
受
診
を
希
望
す
る
方
は
、

医
療
保
険
室
保
険
管
理
課
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

東
大
阪
市
国
民
健
康
保
険
以

外
の
方
は
、
加
入
し
て
い
る
医

療
保
険
者
に
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。◇

健
診
内
容

問
診
・
診
察
、

身
長
・
体
重
・
腹
囲
・
血
圧
測

定
、
検
尿
、
血
液
検
査
（
血
中

脂
質
、
血
糖
、
肝
機
能
、
腎
機

能
）
な
ど

※
内
容
は
加
入
し
て
い
る
健

康
保
険
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

特
定
保
健
指
導
を

受
け
る
に
は

健
診
結
果
と
国
や
医
療
保
険

者
の
基
準
か
ら
、
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
や
そ
の
予
備

群
と
判
定
さ
れ
た
方
は
、
減
量

や
血
液
デ
ー
タ
の
改
善
を
図
る

な
ど
健
康
を
サ
ポ
ー
ト

す
る「
特
定
保
健
指
導
」

を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

東
大
阪
市
国
民
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
る

対
象
者
に
は
、
利
用
券

を
送
付
し
て
い
ま
す
。

特
定
保
健
指
導
を
利
用

し
た
方
は
、
し
な
か
っ

た
方
に
比
べ
て
平
均
し

て
約
４
倍
体
重
が
減
少

し
て
い
ま
す
。
利
用
券

を
お
持
ち
の
方
は
、
ぜ

ひ
こ
の
機
会
に
最
寄
り
の
保
健

セ
ン
タ
ー
か
取
扱
医
療
機
関
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇

◇

◇
問
合
せ
先

医
療
保
険
室

保
険
管
理
課

０
６
（
４
３

０
９
）３
０
５
１
、�
０
６（
４
３

０
９
）
３
８
０
５

市
で
は
、
４０
歳
以
上
の
方
を

対
象
に
胃
が
ん（
５
０
０
円
）、

大
腸
が
ん（
８
０
０
円
）、
肺
が

ん（
無
料
）、
乳
が
ん
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
（
８
０
０
円
）
の
検
診

を
、
２０
歳
以
上
の
女
性
を
対
象

け
い

に
子
宮
頸
が
ん
（
８
０
０
円
）

検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

が
ん
検
診
を

受
け
る
に
は

が
ん
検
診
の
受
診
に
は
、
が

ん
検
診
受
診
証
（
以
前
の
健
康

診
査
受
診
者
証
も
可
）
ま
た
は

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

（
７５
歳
以
上
の
方
）
が
必
要
で

す
。
が
ん
検
診
受
診
証
は
、
男

性
が
４０
歳
、
女
性
は
３０
歳
ま
た

は
４０
歳
に
な
っ
た
と
き
に
送
付

し
て
い
ま
す
。
受
診
証
が
な
い

方
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
発
行

し
ま
す
。

取
扱
医
療
機
関
に
予
約
の
う

え
、
が
ん
検
診
受
診
証
を
持
っ

て
受
診
し
、
後
日
必
ず
結
果
を

聞
き
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
取

扱
医
療
機
関
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
健

康
づ
く
り
課
ま
た
は
保
健
セ
ン

タ
ー
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

早
期
発
見
・
治
療
へ

大
腸
が
ん
検
診

大
腸
が
ん
は
便
の
検
査
に
よ

っ
て
早
期
発
見
で
き
ま
す
。
早

期
発
見
し
て
治
療
す
れ
ば
９０
％

以
上
が
完
治
し
ま
す
。
大
腸
が

ん
は
早
期
か
ら
微
量
の
出
血
が

あ
る
た
め
、「
便
潜
血
検
査
」
を

行
い
ま
す
。
便
潜
血
検
査
に
よ

る
大
腸
が
ん
検
診
を
受
け
た
人

の
死
亡
率
は
６０
％
〜
８０
％
低
下

し
、
進
行
が
ん
は
約
５０
％
減
っ

て
い
ま
す
。
受
診
が
ま
だ
の
方

は
、
ぜ
ひ
受
け
て
く
だ
さ
い
。

◇

◇

◇
問
合
せ
先

健
康
づ
く
り

課

０
７
２
（
９
６
０
）
３
８

０
２
、
�
０
７
２
（
９
６
０
）

３
８
０
９

健
康
の
維
持
・
増
進
の
た
め
に
は
、
食
生
活

や
生
活
習
慣
な
ど
に
気
を
つ
け
、
普
段
か
ら
病

気
を
予
防
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
健
康
な
と

き
か
ら
定
期
的
に
検
診
を
受
け
、
健
康
管
理
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

大
腸
が
ん
検
診
の
方
法
は
、

検
診
用
の
容
器（
キ
ッ
ト
）を
医

療
機
関
で
受
け
取
り
、
自
宅
で

２
日
間
の
少
量
の
便
を
採
取
し

て
提
出
す
る
簡
単
な
検
査
で
す
。

が
ん
か
ら
出
血
し
た
血
液
が

便
の
ど
こ
に
付
着
し
て
い
る
か
、

見
た
目
で
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

キ
ッ
ト
付
属
の
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
、

図
の
よ
う
に
便
を
刺
し
た
り
便

の
表
面
を
こ
す
っ
た
り
し
て
ま

ん
べ
ん
な
く
便
を
採
取
し
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
血
液
の
反
応
は
、
温

度
が
高
く
な
る
と
陰
性
化
し
や

す
い
の
で
、
採
取
後
は
、
冷
所

に
保
存
し
、
な
る
べ
く
早
く
医

療
機
関
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
加
入
の
世

帯
主
や
後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
ま
た
は
そ
の
世
帯
主

な
ど
で
、
平
成
２４
年
度
（
平

成
２３
年
分
）
の
所
得
申
告
の

提
出
が
な
か
っ
た
方
に
、
国

民
健
康
保
険
料
所
得
申
告
書
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
所

得
申
告
書
を
８
月
下
旬
に
送

付
し
て
い
ま
す
。

所
得
が
な
か
っ
た
方
も
申

告
は
必
要
で
す
の
で
、
必
ず

９
月
２８
日
�
ま
で
に
医
療
保

険
室
保
険
料
課
ま
た
は
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

納
付
が
困
難
な
方
は

必
ず
相
談
を

医
療
保
険
室
保
険
料
課
で

は
、
納
付
相
談
を
常
時
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
次
の
と

お
り
休
日
・
夜
間
納
付
相
談

を
行
い
ま
す
。
保
険
料
決
定

通
知
書
（
納
付
書
）
な
ど
通

知
書
番
号
ま
た
は
被
保
険
者

番
号
の
わ
か
る
も
の
と
印
鑑

を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
休
日
・
夜
間
納
付
相
談
】

◇
と
き

▽
休
日
�
９
月

２２
日
�
午
前
９
時
〜
午
後
４

時
、
２３
日
�
午
前
１０
時
〜
午

後
４
時

▽
夜
間
�
９
月
２４

日
�
・
２５
日
�
午
後
５
時
３０

分
〜
８
時

◇
と
こ
ろ

市
役
所
本
庁

舎
２
階
医
療
保
険
室
保
険
料

課

※
休
日
・
夜
間
納
付
相
談

で
は
、
電
話
に
よ
る
照
会
や

相
談
は
で
き
ま
せ
ん
。

◇

◇

◇
問
合
せ
先

医
療
保
険

室
保
険
料
課

０
６
（
４
３

０
９
）
３
１
６
８
、
�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
０
７

９
月
末
に
平
成
２４
年
４
月
と

５
月
の
診
療
（
請
求
）
分
の
医

療
費
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

医
療
費
通
知
は
、
医
療
費
の

実
情
を
理
解
し
、
健
康
に
対
す

る
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
年
６
回
送
付
し
て
い
ま

す
。

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
の
行

為
に
よ
っ
て
受
け
た
傷
病
の
医

療
費
は
、原
則
と
し
て
加
害
者
側

が
全
額
負
担
す
べ
き
も
の
で
す
。

た
だ
し
、
国
保
の
被
保
険
者
が

「
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
」

を
提
出
す
る
と
保
険
証
を
使
っ

て
国
保
で
治
療
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。こ
の
場
合
、国
保

が
一
時
的
に
医
療
費
を
立
て
替

え
た
後
、加
害
者
側
に
費
用
を
請

求
し
ま
す
。
交
通
事
故
な
ど
で

ケ
ガ
を
し
て
、
や
む
を
得
ず
国

保
を
使
っ
て
治
療
を
受
け
る
場

合
は
、必
ず
警
察
に
届
出
を
し
、

「
交
通
事
故
証
明
書
（
人
身
事

故
）
」
を
も
ら
っ
て
「
第
三
者
行

為
に
よ
る
傷
病
届
」
に
添
付
し

て
、
医
療
保
険
室
資
格
給
付
課

ま
た
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
の
前
に
加
害
者
側
か
ら

治
療
費
を
受
け
取
っ
た
り
、
示

談
を
済
ま
せ
た
り
し
て
し
ま
う

と
、
国
保
が
使
え
な
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
示
談
の

前
に
必
ず
医
療
保
険
室
資
格
給

付
課
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
書
類
は
、
医
療
保
険
室
資

格
給
付
課
ま
た
は
行
政
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

◇
届
出
に
必
要
な
も
の

▽

第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
一

式

▽
交
通
事
故
証
明
書

▽

国
民
健
康
保
険
証

▽
印
鑑

一
定
期
間
会
社
に
勤
め
、
社

会
保
険
な
ど
被
用
者
保
険
の
被

保
険
者
だ
っ
た
場
合
、
退
職
後

に
国
保
へ
加
入
し
、
厚
生
年
金

や
共
済
年
金
を
受
給
す
る
と
、

本
人
と
そ
の
扶
養
家
族
は
「
退

職
者
医
療
制
度
」
で
診
療
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

退
職
者
医
療
制
度
は
、
本
人

の
自
己
負
担
と
保
険
料
の
ほ
か
、

会
社
の
健
康
保
険
な
ど
か
ら
の

拠
出
金
が
財
源
で
す
。
皆
さ
ん

の
国
保
の
負
担
を
減
ら
す
た
め

に
も
、
退
職
者
医
療
制
度
へ
の

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
対
象

次
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
方

▽
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者

▽
６５
歳
未
満

▽

老
齢
年
金
受
給
者
（
年
金
加
入

期
間
が
通
算
２０
年
以
上
ま
た
は

４０
歳
以
降
に
１０
年
以
上
）

資
格
は
、
年
金
の
受
給
権
が

発
生
し
た
日
か
ら
で
す
。
年
金

証
書
が
届
い
た
ら
１４
日
以
内
に
、

年
金
証
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民
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所
得
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が
必
要
で
す

９月は健康増進普及月間

必
ず
届
出
を

９月末に送付します

交
通
事
故
で
国
保
を
使
う
と
き

４月・５月分の医療費通知
国 民 健 康 保 険
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定
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診
は
健
康
管
理
の
第
一
歩

該
当
者
は
手
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き
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退
職
者
医
療
制
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保
健
指
導
で
健
康
ア
ッ
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ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２４年９月１５日（３）



※番号をよく確認のうえ、かけ間違いのないよう
　にお願いします。車での来場はご遠慮ください

ふたごの教室

�時�所�内�１０月３日�午前１０時～１１時
３０分、西保健センター�ベビーマッサ
ージ �１０日�午前１０時～正午、中保
健センター�クッキング「子どもが喜
ぶ簡単ランチメニュー」 �１９日�午
前１０時～１１時、東保健センター�体を
動かそう �対市内在住のふたご、みつ
ごを妊娠・出産している方とその子ど

も ※初参加者は前日までに要申込み。

�問東・中・西保健センター

２歳児歯科健康相談

�時�所�１０月１日��東保健センター
�３日��西保健センター �２３日�
�中保健センター ※時間は申込時に

伝えます。 �対市内在住の平成２２年１０
月生まれの２歳児 �定各３０人（申込先
着順） �持母子健康手帳
�申�問東・中・西保健センター

プレパパ・プレママの会

�時１０月１９日�午後１時３０分～４時
�対市内在住の妊婦とそのパートナー
�内赤ちゃんのお風呂の入れ方など
�所�申�問西保健センター

乳がん（マンモグラフィ）検診

�時�所�定�１０月３１日�午後１時から・
午後１時４５分から・午後２時３０分から

�中保健センター、各１０人（申込先着
順） �１１月７日�午前９時３０分から
・午前１０時から・午後１時３０分から・

午後２時から�大�公民分館、午前午
後各３０人（申込先着順、申込みは９月

１９日�から西保健センターへ） �対平
成２４年４月１日現在、４０歳以上の偶数

年齢の女性またはクーポン券対象者

�料８００円 �持バスタオル ※生活保護受

給者と市民税非課税世帯の方などは無

料。

�申�問中・西保健センター

マタニティクラス

�時�所�内�１０月３日�午後１時３０分～
３時３０分、東保健センター�ママと赤
ちゃんのすこやかクッキング �１０月
１２日�・２６日�・１１月９日�・３０日�
午後１時３０分～３時３０分（計４日間）、

西保健センター�子育ての話、交流会
など �１０月１６日�・２３日�午後１時
３０分～４時、中保健センター�助産師の
話、マタニティクッキングなど �対市
内在住のおおむね妊娠１６週以降の妊婦

�申�問東・中・西保健センター

井戸の適正管理を

家庭用の井戸は浅いものが多いため、

工場や家庭の排水などによる汚染を受

けやすく水質が不安定です。

井戸水を飲用している家庭は、次の

ことに気をつけて適正に管理しましょ

う。 �井戸や周辺に人や動物が入ら
ないようにする �年１回以上は水質
検査（有料）を受ける �水質に異常
がある場合は相談する

�問環境薬務課 ０７２（９６０）３８０４、�０７２
（９６０）３８０７

知って得する�ミニ「食」講座

�時１０月５日�午前１０時３０分～正午
�対市内在住の方 �定２０人（申込先着順）
�内講話「知っているようで知らない野
菜の摂り方」

�所�申�問中保健センター

お昼ごはんのつどい

�時１０月２日�午前１０時３０分～午後２
時 �対市内在住の６５歳以上の方 �定２４
人（申込先着順） �内調理実習と試食、
体操など �料５００円 ※保険料が別途必

要。 �持エプロン、手ふき、三角巾、
筆記用具、運動ができる服・靴 �申９
月２８日�までに電話で
�所�申�問東保健センター

高齢者インフルエンザ予防接種

１０月１日から高齢者のインフルエン

ザ予防接種を市内の接種取扱医療機関

で実施します。予約が必要な医療機関も

ありますので、事前に確認してくださ

い。医療機関は市ウェブサイトをご覧い

ただくか、お問合せください。 �時１０月
１日�～来年１月３１日� �対６５歳以上
の方と６０歳から６４歳までで心臓、腎臓、

呼吸器などに日常生活が極度に制限さ

れる程度の障害（身体障害者手帳１級

程度）がある方 �料１，０００円 ※生活保

護受給者は福祉事務所が発行する確認

書を持参すると無料。 �持健康保険証
など年齢を確認できるもの

�問�健康づくり課 �東・中・西保
健センター

９月１０日は世界自殺予防デー
花園図書館特設コーナー

９月１０日の世界自殺予防デーにちな

み、花園図書館では９月１日�～３０日
	に特設コーナーを設置し、自殺や心
の健康、命の大切さに関する図書の閲

覧・貸出し、パネル展示を行います。

�問健康づくり課

肺がん・結核エックス線検診

�時�所�１０月２日�午前９時１０分から
・午前１０時から�西保健センター �
３日�午前９時１０分～１０時２０分、９日
�午後１時～２時２０分�中保健センタ
ー �４日�午後１時３０分から・午後
２時１５分から�東診療所（申込みは東
保健センターへ） �内�対�肺がん検診
�市内在住の４０歳以上の方 �結核検
診�市内在住の６５歳以上の方 �定各４０
人（申込先着順）

�申�問東・中・西保健センター

「なつかしい郷土の味」講習会

�時９月２０日�午後１時～４時 �対市
内在住の方 �定２０人（申込先着順）
�内生節の押し寿司、みつばの卵とじ、
しんかい（野菜の味噌あえ）などの調

理実習 �料３５０円 �持エプロン、手ふき、
三角巾、筆記用具

�所�申�問中保健センター

ペットは愛情と責任をもって飼いましょう
９月２０日からは動物愛護週間

大切な飼い犬・飼い猫が行方不明に

なっても飼い主の手元に戻るように、

飼い犬には犬鑑札と注射済票、飼い猫

にはマイクロチップや迷子札などを付

けて、必ず所有者明示をしてください。

飼い猫は行方不明にしないためにも室

内飼養に努めましょう。

また、飼い犬の首輪やリードに不具

合がないか、もう一度確認してくださ

い。この季節は雷の光や音に驚き、飼

い犬が家を飛び出すことがあります。

もし飼い犬・飼い猫が行方不明にな

ったら、すぐに動物指導センターや警

察、近隣の保健所に連絡してください。

�問動物指導センター ０７２（９６３）６２１１、

�０７２（９６３）１６４４

秋の行楽シーズンが到来
食中毒にご注意を

楽しい行楽シーズンがやってきまし

た。この季節は、真夏に比べて気温は

低くなりますが、食中毒菌にとっては

まだまだ適温です。また、夏の暑さで

体力や抵抗力が落ちているため、食中

毒が発生しやすくなっています。

運動会やバーベキュー、ハイキング

など屋外で食事をするときは、次のこ

とに注意してください。

【弁当】
�必ず当日に作り、充分冷ましてか
ら弁当箱に詰める �車内に放置しな
い

【屋外での調理】
�食材はクーラーボックスなどに保
管する �生肉などは中まで火を通し、
箸は調理用と食事用に分ける

【その他】
�調理前や食事前には手をきれいに
洗う �調理後はなるべく早く食べ、
食べ残しを持ち帰って食べない �山
菜やきのこを見つけてもむやみに食べ

ない �わき水など生水はそのまま飲
まない

◇ ◇

�問食品衛生課 ０７２（９６０）３８０３、�０７２
（９６０）３８０７

【浴槽内浮輪で溺れる事故が発生
しています】
入浴中に首掛け式浴槽用浮輪を使

っての事故が相次いでいます。浮き

輪はＣ字型で、空気を入れて膨らま

せて乳児の首にはめ、ベルトで固定

して使います。膨らませ方が不充分

だったり、ベルトが固定されていな

かったりしたため、浮き輪が外れて

事故が発生したとみられています。

便利な育児グッズを使うと、負担

が少なくて助かりますが、必ず使用

上の注意を確認し、入浴中は決して

子どもから目を離さないようにしま

しょう。便利さばかりに捉われるの

ではなく、慎重になって子どもの安

全を考えましょう。

【もし、溺れてしまったら…】
もし溺れたとしても、飲んだ水を

吐き、大声で泣いて意識がはっきり

しているようなら一安心です。よう

すを見てから念のため小児科を受診

しましょう。呼吸や意識がないとき

などはすぐに救急車を呼びましょう。

【子どもの死亡原因の上位は不慮
の事故】
厚生労働省の人口動態統計の死因

順位では、「不慮の事故」が５歳から

９歳までで第１位、１歳から４歳ま

でで第２位、０歳児で第４位と上位

を占めています。不慮の事故の内訳

は１位が「不慮の窒息」、２位が「交

通事故」、３位が「不慮の溺死および

溺水」となっています。

子どもの事故の多くは家庭の中で

起きています。家庭内の環境を安全

に整えることが大切です。保健セン

ターでは、事故予防に関する展示を

していますので、ぜひご覧ください。

◇ ◇

�問健康づくり課 ０７２（９６０）３８０２、

�０７２（９６０）３８０９

子どもの事故緊急連絡先
休日の緊急診療
テレフォンサービス

小児科救急医療体制についてはお問合
せください

たばこや家庭用品（化学物質）を飲み込
んだ時の緊急相談（２４時間）
※異物誤飲や食中毒、慢性の中毒、常用量での

医療品の副作用は受け付けていません。

たばこの誤飲などに関する相談（２４時
間、テープ案内）

相談する人がいない、対処の仕方がわ
からない時の相談（午後８時～翌朝午
前８時）

その他医療機関案内や救急医療相談窓
口（２４時間）

０６（６７８９）１１２１
０６（６７８７）０１２３

０６（６７８１）５１０１

０７２（７２７）２４９９

０７２（７２６）９９２２

プッシュ回線（＃８０００）
ダイヤル回線

（０６―６７６５―３６５０）

プッシュ回線（＃７１１９）
ダイヤル回線

（０６―６５８２―７１１９）

休日急病
診療所

市立総合
病院

中毒
１１０番

たばこ
専用回線

大阪府
小児救急
電話相談

救急安心
センター
おおさか

育児グッズは正しく使用を
子どもの安全を考えましょう

�時とき �所ところ �対対象 �定定員・定数 �内内容 �講講師
�料料金（表示のないものは無料） �持持ち物 �申申込方法・応募方法など
�申申込み先・応募先など �問問合せ先 �メールアドレス

記号の見方

（４）平成２４年９月１５日東 大 阪 市 政 だ よ り
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子育て支援センター＆つどいの広場の催し子子育育てて支支援援セセンンタターー＆＆つつどどいいのの広広場場のの催催しし
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

※車での来場はご遠慮ください。�所
の記載のない催しは、各子育て支援セ
ンターで開催。

あさひっこ

【小麦粉から粘土を作って遊ぼう�】
�時９月２６日�午前１０時～１１時 �対１
歳以上の乳幼児とその保護者 �定１２組
（申込先着順） �料５０円 �申９月１８日
�午前１０時から電話で
【枚岡梅林へお弁当を持って行こう】
�時９月２８日� ☆あさひっこ（旭町子

育て支援センター）に午前１０時集合、正

午解散（雨天中止） �対しっかり歩ける
乳幼児とその保護者 �定１０組（申込先着
順） �持弁当、飲み物、おしぼり、敷物、帽
子 �申９月１８日�午前１０時から電話で
【親子でふれあい＆ベビーマッサー

ジ】
�時１０月３日�午前１０時～１１時 �対０

歳児とその保護者 �定１２組（申込先着
順） �申９月２５日�午前１０時から電話で
【おむつはずれの話】
�時１０月４日�午前１０時～１０時４０分・
午前１１時～１１時４０分 �対１歳６か月～
３歳未満の乳幼児とその保護者 �定各
１２組（申込先着順） �申９月２６日�午
前１０時から電話で

【講演～絵本で楽しい子育て】
�時１０月５日�午前１０時３０分～１１時３０

分・午後１時３０分～２時３０分 �対就学
前乳幼児とその保護者 �定各２０組（申
込先着順） �講絵本あれこれ研究家の
加藤啓子さん �申９月１９日�午前１０時

から電話で ※５日�・６日�午前９
時３０分～午後４時に自由に参加できる

絵本の広場も開催します（申込不要）。

おもちゃ遊びの時間はありません。

◇ ◇

�申�問あさひっこ ０７２（９８０）８８７１、�
０７２（９８５）１０５５

鴻池子育て支援センター

【なにわのゴリちゃんの紙芝居】
手遊びなどを織り交ぜながら紙芝居

をします。 �時１０月５日�午前１０時３０
分～１１時３０分 �対就学前乳幼児とその
保護者 �定３０組（申込先着順） �申９
月１９日�午後１時３０分～５時に電話で
【木のおもちゃと子育てのコツの話】
�時１０月１２日�午前１０時～１１時３０分
�所グリーンパル（中鴻池） �対就学前
乳幼児とその保護者 �定８０組（申込先
着順） �申１０月１日�～５日�午前１０
時～午後５時に電話または直接

【親子広場】
隔週水曜日に開催します（計５日間）。

初回の�時�対�１０月１７日��平成２２年１０
月１日～平成２３年４月１日生まれの乳

児とその保護者 �２４日��平成２２年
４月２日～平成２２年９月３０日生まれの

幼児とその保護者 ☆いずれも午前１０

時～１１時 �定各２０組（初参加者を優先
して抽選） �申９月２４日�～２８日�午前
１０時３０分～午後５時に電話または直接

◇ ◇

�申�問鴻池子育て支援センター ０６

（６７４８）８２５１、�０６（６７４３）０５７７

荒本子育て支援センター

【ふれあい遊び＆シール貼り】
�時９月２６日�午前１０時～１１時 �対１
歳６か月～２歳未満の乳児とその保護

者 �定２０組（申込先着順） �申９月１８
日�午後１時から電話で
【子育て仲間プログラム】
毎週金曜日に開催します（計６日間）。

初回の�時９月２８日�午前１０時～１１時３０
分 �対２歳以上の幼児とその保護者
�定１０組（抽選） ※子どもは別保育し

ます。 �申９月１８日�午後３時～２４日
�午後５時に電話で
【遊んでランチタイム】
�時１０月１日�午前１０時３０分～正午

�対１歳６か月以上の乳幼児とその保護
者 �定２０組（申込先着順） �持軽食、飲み
物 �申９月１９日�午後１時から電話で
【簡単�親子クッキング】
型抜きサンドイッチとカナッペを作

ります。 �時１０月５日�午後１時３０分
～３時 �対２歳６か月以上の幼児とそ
の保護者 �定１２組（申込先着順） ※

材料費が必要。 �申９月２１日�午前１０
時から電話で

【よちよちタイム】
�時９月２８日�・１０月１日�午後１時

３０分～３時３０分、１０月１０日�午前９時３０
分～１１時３０分 �対よちよち歩きの１歳
児とその保護者 ※申込不要。

◇ ◇

�申�問荒本子育て支援センター ０６

（６７８８）１０５５、�０６（６７８８）２５９７

長瀬子育て支援センター

【人形劇団『京芸』～ぞうくんのさ
んぽ】
�時９月２８日�午前１０時３０分～１１時３０
分 �対就学前乳幼児とその保護者 �申
９月１８日�午前１０時から電話で
【親子 deパラバルーン】
�時１０月１日�午前１０時３０分～１１時３０

分 �所金岡公園 �対就学前乳幼児とそ
の保護者 �申９月２１日�午後１時から
電話で

【ホットケーキ deおやつタイム】
�時１０月２日�午後２時～３時 �対２

歳以上の幼児とその保護者 �定１２組（申
込先着順） ※材料費が必要。 �申９
月２４日�午後１時から電話で
【お出かけ赤ちゃん広場】
�時１０月５日�午前１０時３０分～１１時３０

分 �所森河内公民分館 �対未歩行の０
歳児とその保護者 ※申込不要。

◇ ◇

�申�問長瀬子育て支援センター ０６

（６７２８）１８００、�０６（６７２８）２４１３

つどいの広場～親子で遊ぼう

絵本の魅力や楽しみ方を紹介します。

�時１０月２８日	午前９時３０分～１１時３０分
�定３５組（申込先着順） �申９月２８日�
から電話で

�所�申�問東大阪大学こども研究センタ
ー（西堤学園町３）０６（６７８２）２８２１（�兼用）
�問子育て支援課 ０６（４３０９）３３０２、�

０６（４３０９）３８１７

弁護士による法律相談
【本庁市民相談室】１週間前から電話

で受付。月・水・金曜午後１時～４時、

第２火曜午後５時～８時（申込先着１６人）

０６（４３０９）３１０４、�０６（４３０９）３８０１
【巡回法律相談・リージョンセンター】
１週間前から電話で受付。いずれも午後

１時～４時（申込先着８人）０６（４３０９）３１０４、

�０６（４３０９）３８０１（本庁市民相談室） �日
下�奇数月の第２火曜�四条�第２・４
木曜�中鴻池�偶数月の第４火曜�若江
岩田駅前�第１・３木曜�楠根�偶数月
の第２火曜�布施駅前�第１・３火曜�
近江堂�奇数月の第４火曜
司法書士による相談
【本庁市民相談室】第３木曜午後２時

～３時３０分（当日先着８人） ０６（４３０９）

３１０４、�０６（４３０９）３８０１
行政書士による相談
【本庁市民相談室】相続、遺言の作成

など。第１火曜午後１時～４時で予約不

要 ０６（４３０９）３１０４、�０６（４３０９）３８０１
消費生活相談
【消費生活センター】月～金曜午前９

時３０分～午後５時（電話相談は午後４時

までで、来所相談は予約制） ０７２（９６５）

０１０２、�０７２（９６２）９３８５

人権法律相談
いずれも午後１時～４時で予約制 �

第２火曜（荒本人権文化センター）�０６
（６７８８）７４２４、�０６（６７８８）２４５６�第４火
曜（長瀬人権文化センター）�０６（６７２０）
１７０１、�０６（６７２９）９１７１
女性のための相談
【イコーラム】予約と電話相談は月曜
が祝日の場合は実施し、翌火曜が休館

�面接相談（予約制）�火・木・土曜（５
週目を除く）午前１０時～正午・午後１時

～４時（第４火曜は午後６時～８時も。

休館の場合第３火曜）０７２（９６０）９２０５、�
０７２（９６０）９２０８�電話相談�火～日曜午
前１０時～午後５時 ０７２（９６０）９２０６、�
０７２（９６０）９２０８�労働相談（予約制）�第
２土曜午後１時３０分～４時２０分 ０７２（９６０）

９２０５、�０７２（９６０）９２０８
男性のための相談
第１土曜午後１時～５時、第３水曜午

後７時～９時 ０７２（９６６）５００２

医療相談
【地域健康企画課】医療機関利用のた
めの相談に応じます。月～金曜午前１０時～

午後４時 ０７２（９６０）３８０１、�０７２（９６０）３８０６
【市立総合病院看護相談室】健康上の
不安や悩みなどに応じます。午前８時３０

分～午後４時で予約制 ０６（６７８１）５１０１、

�０６（６７８１）２２７１
交通事故相談
【交通対策室】月・火・水・金曜午前
９時～午後４時で予約制 ０６（４３０９）３２２３、

�０６（４３０９）３８３６

福祉なんでも相談
【市民プラザ】コミュニティソーシャ
ルワーカーが相談に応じます。いずれも

午後１時３０分～４時で予約不要 ０６（４３０９）

３１８１、�０６（４３０９）３８１５（福祉企画課） �日
下�第３水曜日�四条�第１火曜日�中
鴻池�第１金曜日�若江岩田駅前�第１
月曜日�楠根�第３木曜日�布施駅前�
第１水曜日�近江堂�第１木曜日
若者の自立・就労相談
【本庁市民相談室】職業紹介やあっ旋

は行いません。�若者自立のための相談
（予約制）�第２木曜午後２時～５時
０７４４（４４）２０５５、�０７４４（４４）２０５６（学
校法人神須学園）�青年の就労や自立の
ための相談�第４木曜午前１０時～午後５
時 ０６（６７８７）２００８、�０６（６７８７）２０１８
（東大阪若者サポートステーション）

パート・労働問題の相談
職業紹介やあっ旋は行いません。�月
～金曜午前９時～午後４時（労働雇用政

策室）�０６（４３０９）３１７９、�０６（４３０９）
３８４６�月・水・金・土・日曜午前９時～
午後５時※土・日曜は月・水・金曜に要

予約（ユトリート東大阪）�０６（６７２１）
６０００、�０６（６７２１）１２１２
就職が困難な方の雇用・就労相談
【就労支援センター】職業紹介やあっ

旋は行いません。いずれも月～金曜午前

９時～午後４時 �永和�０６（６７８８）４５８０、
�０６（６７８８）４５５５�意岐部�０６（６７８４）５８１１、
�０６（６７８４）５８２２�長瀬�０６（６７２７）１９２０、
�０６（６７２７）１９２５

教育・子育て相談など
【教育センター（教育・発達）】月～金
曜、土曜（月２回。要問合せ）午前９時～

午後５時３０分で予約制 ０６（６７２７）０１１３、

�０６（６７２９）８２６１
【子どもの悩み相談（保護者・市民専

用）】月～土曜午前９時～午後９時（土曜
は午後５時まで） ０６（６７８２）７８６７

【いじめ・悩み１１０番（子ども専用）】
月～土曜午前９時～午後９時（土曜は午

後５時まで） ０６（６７３２）０１１０

【すこやかテレホン】月～金曜午前１０
時～午後４時 ０６（６７２１）９１７４、�０６（６７２１）
９８７４ ※メールでの相談も可。くわしくは

青少年補導センターホームページ（http�
��hodou.jp�）をご覧ください。
【休日・夜間子育て相談ダイヤル】�平
日�午後５時３０分～翌日午前９時�土・
日曜、祝日�２４時間 ０７２（９６１）０１７８（�
兼用）

【子育て支援センター】�来所相談（予
約制）�月曜（鴻池）、火曜（長瀬）、水曜（あ
さひっこ）、木曜（荒本）午前９時３０分～午

後４時�電話相談�月～土曜午前９時～
午後５時３０分 ０６（６７４８）８２５２、�０６（６７４３）
０５７７（鴻池）・０６（６７２８）１８００、�０６（６７２８）
２４１３（長瀬）・０７２（９８０）８８７１、�０７２（９８５）
１０５５（あさひっこ）・０６（６７８８）１０５５、�０６
（６７８８）２５９７（荒本）

そう だん

よみかき相談
げつ きんよう ご ぜん じ ご ご じ ぷん

月～金曜午前９時～午後５時３０分 ０６
ファクス しゃかいきょういく

（４３０９）３２７９、�０６（４３０９）３８３５（社会教育
か

課）

記号の見方 �時とき �所ところ �対対象 �定定員・定数 �講講師 �料料金（表示のないものは無料）
�持持ち物 �申申込方法・応募方法など �申申込み先・応募先など �問問合せ先

※いずれも無料。休日と祝日は行い
ません（子育て相談ダイヤルを除く）。

定定 例例 相相 談談

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２４年９月１５日（５）
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６歳未満（就学前）の子どもがいて、

保育できない事情がある来年度の保育

所入所希望者は、１０月３１日�までに申
し込んでください。今年３月以前に申

し込んでいる方も再度申込みが必要で

す。

なお、金岡保育所の募集もあります

（１歳児から）。

また、今年４月２日から来年２月３

日までに生まれた０歳児は、来年２月

１８日�まで受け付けます。
【保育園の新設】
来年度から新たに開園する保育園の

入園希望者も同様に受け付けます。

新設保育園・定員 �（仮称）あおぞら
保育園（西石切町２）�６０人 �（仮称）
中新開さつき保育園（中新開２）�６０
人 �（仮称）アーバンチャイルド保育
園（吉田８）�９０人 �（仮称）うみが
め保育園（御厨１）�６０人

◇ ◇

■申込み・問合せ先 東・中・西福

祉事務所子育て支援係 �東�０７２（９８８）
６６１９、�０７２（９８８）６６７１ �中�０７２
（９６０）９２７４、�０７２（９６４）７１１０ �西
�０６（６７８４）７９８２、�０６（６７８４）７６７７

子育て中の方が、携帯電話やスマ

ートフォンでいつでも手軽に地域の

子育て情報を入手できる「子育てハ

ッピーメール」を１０月１日から開始

します。

次のアドレスへ空メールを送信す

るか、バーコードを読み込んで登録し

てください。 �携帯電話用�hgs
o_12.108tmp@fofa.jp �スマートフ
ォン用�hgso_12.107tmp@fofa.jp

携
帯
電
話
用

市内には、子育て中の人が気軽に訪れて親子で遊んだり、相談し
たりできる施設や子どもを一時的に預けられる制度などがあります。
まわりに頼らずに子どもを育てようと思うと大変です。自分に合
った施設や制度を利用し、まわりの助けを得ながら笑顔で子育てし
ませんか。
■問合せ先 子育て支援課 ０６（４３０９）３３０２、�０６（４３０９）３８１７

ファミリー・サポート・センター（以下、
ファミサポ）は、有償の子育て支援事業とし
て、今年で１０年目を迎えました。
ファミサポでは、子育てを援助したい「援
助会員（２０２人）」と子育てを援助してほしい「依
頼会員（３１２人）」を結び、地域の子育てを支援
しています（両方に属する会員５３人を含む）。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用

娘
が
遠
い
土
地
で
ま
わ
り
の

人
か
ら
力
を
借
り
て
子
育
て
を

し
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
本

当
に
あ
り
が
た
い
と
感
じ
た
私

は
、
娘
と
同
じ
よ
う
に
援
助
を

必
要
と
し
て
い
る
方
を
少
し
で

も
助
け
た
い
と
思
っ
て
、
５
年

前
、
援
助
会
員
に
な
り
ま
し

た
。相

手
は
小
さ
い
お
子
さ
ん
な

の
で
、
特
に
ケ
ガ
や
事
故
の
な

い
よ
う
に
細
心
の
注
意
を
払
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
い
っ
し
ょ
に
楽
し
く
遊
ん

だ
り
、
子
ど
も
の
成
長
を
見
つ

め
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
、
や

り
が
い
も
大
き
い
で
す
。ま
た
、

親
御
さ
ん
か
ら
「
子
ど
も
が
小

林
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
行
く
の
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」
と
言

っ
て
い
た
だ
く
と
、
と
て
も
嬉

し
く
、
今
後
の
励
み
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

フ
ァ
ミ
サ
ポ
の

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
聞
く

依
頼
会
員
の
声

フ
ァ
ミ
サ
ポ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
吉
本
法
子
さ
ん
は
次
の
よ
う

に
話
し
て
い
ま
す
。

フ
ァ
ミ
サ
ポ
の
活
動
は
、
保

育
園
や
幼
稚
園
に
通
う
子
ど
も

の
送
迎
や
数
時
間
の
預
か
り
、

ま
た
子
ど
も
の
習
い
事
へ
の
送

迎
な
ど
、
子
育
て
家
庭
の
さ
ま

ざ
ま
な
困
り
事
に
応
じ
て
、
支

援
可
能
な
援
助
会
員
が
お
手
伝

い
を
す
る
と
い
う
有
償
の
相
互

援
助
活
動
で
す
。

依
頼
会
員
か
ら
は
「
決
ま
っ

た
援
助
会
員
さ
ん
が
関
わ
っ
て

く
だ
さ
る
の
で
、
信
頼
関
係
が

築
け
て
安
心
」「
育
児
休
業
後
の

職
場
復
帰
が
実
現
で
き
た
」
と

い
っ
た
喜
び
の
声
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

現
在
、
依
頼
会
員
数
が
増
え

て
い
る
一
方
、
援
助
会
員
数
は

地
域
に
よ
っ
て
偏
り
が
あ
り
、

ま
だ
ま
だ
足
り
て
い
な
い
状
況

で
す
。
援
助
活
動
は
、
小
さ
な

子
ど
も
を
抱
え
る
家
庭
に
と
っ

て
大
き
な
支
え
と
な
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
援
助
会
員
の
登
録
に
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

援
助
に
は
責
任
が
伴
い
ま
す

が
、
子
ど
も
た
ち
と
の
ふ
れ
あ

い
か
ら
得
ら
れ
る
も
の
は
も
っ

と
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

フ
ァ
ミ
サ
ポ
会
員

養

成

講

座

子
育
て
を
援
助
す
る
「
援
助

会
員
」
に
登
録
す
る
た
め
の
養

成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。な
お
、

依
頼
会
員
は
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

フ
ァ
ミ
サ
ポ
の
会
員
登
録
に

は
、
登
録
手
数
料
や
年
会
費
な

ど
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
（
依
頼

会
員
か
ら
援
助
会
員
へ
の
利
用

料
は
必
要
）。
ぜ
ひ
、
登
録
し
て

く
だ
さ
い
。

◇
と
き

１１
月
２２
日
�
午
後

１
時
〜
４
時
３０
分

◇
と
こ
ろ

総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー

◇

◇

◇
問
合
せ
先

フ
ァ
ミ
リ
ー

・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

０
６（
６
７
８
５
）２
６
２
５
、

�
０
６（
６
７
８
９
）５
６
１
１

親
子
で
い
つ
で
も
気
軽
に
参

加
で
き
、
う
ち
解
け
た
雰
囲
気

の
中
で
相
談
し
た
り
、
学
び
あ

っ
た
り
で
き
る
交
流
の
場
「
つ

ど
い
の
広
場
」
は
、
市
内
に
１３

か
所
あ
り
ま
す
（
表
参
照
）。

お
近
く
の「
つ
ど
い
の
広
場
」

へ
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
つ
ど
い
の
広
場
〜
若
江
岩

田
み
ん
な
の
広
場
き
ら
り
っ

こ
】

８
月
２４
日
、
つ
ど
い

の
広
場
「
き
ら
り
っ
こ
」
で
行

わ
れ
た「
絵
本
を
楽
し
も
う
�
」

に
３３
組
８２
人
の
親
子
が
訪
れ
、

絵
本
サ
ー
ク
ル
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

や
わ
ら
べ
う
た
を
楽
し
み
ま
し

た
。
ま
た
、
た
く
さ
ん
の
お
も

ち
ゃ
で
自
由
に
遊
ぶ
な
ど
し
て
、

親
子
の
笑
顔
が
広
場
い
っ
ぱ
い

に
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
日
の
利
用
者
は
「
下
の

子
が
小
さ
く
、
公
園
へ
行
く
に

も
外
が
暑
い
の
で
、
よ
く
利
用

し
て
い
ま
す
」「
引
越
し
し
た
ば

か
り
で
す
が
、
近
所
の
方
の
お

誘
い
で
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
」「
子
ど
も
も
楽
し
め
、
私
の

息
抜
き
に
も
な
る
の
で
、
本
当

に
助
か
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

病児や病後児の保育は
保育所や幼稚園に通う乳幼児から小学校３年

生までの児童が、病気などの「回復期」もしく

は「回復期に至らない場合」で集団保育が困難

な場合、次の機関で児童を預かり、保育や看護

を行います。保育時間や料金、申込方法など、

くわしくはお問合せください。

【病児保育室】
�ふじもとクリニック「こひつじ」０６（６７３０）

５８２８ �尾崎医院「ウルル」 ０７２（９６８）７２２７

【病後児保育室】
�荒本子育て支援センター「ミミィ」０６（６７８９）

５２９５

きらりっこなどつどいの広場では、
たくさんの親子で交流できます

子どもの成長とともに、親も成長し

ていきます。初めから完璧な親はいま

せん。

祖父母や友人、まわりの人に助けて

もらいながら、子どもも親もゆっくり

自分らしく成長していきましょう。

「こそだてプラス＋」には、「子育て

って大変だけど楽しいなぁ」と思える

内容が詰まっています。

「こそだてプラス＋」は、子育て支援

課、子育て支援センター、保健センタ

ーに置いています。

また、市ウェブサイトにも掲載して

います。子育てを楽しむヒントに、ぜ

ひご覧ください。

上
の
子
の
参
観
日
や
冠
婚
葬

祭
の
と
き
な
ど
、
小
さ
い
子
ど

も
を
連
れ
て
行
き
に
く
い
と
き
、

ち
ょ
っ
と
一
息
つ
き
た
い
と
き

に
、
就
学
前
の
子
ど
も
を
公
民

保
育
園（
所
）で
一
時
的
に
預
か

り
ま
す
。
な
お
、
事
前
の
登
録

と
利
用
料
が
必
要
で
す
。
く
わ

し
く
は
実
施
保
育
園（
所
）に
お

問
合
せ
く
だ
さ
い（
表
参
照
）。

一
時
預
か
り
を
利
用
し
て
い

る
晴
也
ち
ゃ
ん（
１
歳
６
か
月
）

の
お
母
さ
ん
、
竹
中
晴
美
さ
ん

は
「
す
ご
く
利
用
し
や
す
い
で

す
。
常
に
先
生
が
声
か
け
を
し

て
く
だ
さ
る
の
で
、
子
ど
も
の

人
見
知
り
が
少
な
く
な
り
、
言

葉
の
覚
え
も
良
く
な
り
ま
し
た
。

季
節
の
行
事
な
ど
、
日
ご
ろ
家

で
は
で
き
な
い
体
験
を
子
ど
も

に
さ
せ
て
あ
げ
ら
れ
る
の
も
嬉

し
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

保育士に預けられる晴也ちゃん

鴻池子育て支援センター
保育士の有澤さん（写真
右）と深堀さん（写真左）
は「好きな遊びを見つけ
て、楽しく過ごしてもら
えるようにしています。
気軽にご利用ください」
と話していました

電話番号
０７２（９８５）１３３１

０７２（９５１）９６５３

０７２（９６２）２２８５

０７２（９６５）１０８０

０７２（９６６）８１１８

０６（６７２１）７７１２

０６（６７２５）６７８２

０６（６７８２）２８２１

０６（６７２１）６２４１

０８０（３０２８）６１８８

０６（６７４６）１２７７

０６（６７２８）２１３０

０８０（５７０４）１９６２

※つどいの広場は、地域子育て支援拠点事業として市が公募したうえ、委託している民間の施設です。

開 設 日 時
月曜日～金曜日午前１０時～午後３時

月曜日・火曜日・木曜日・金曜日・土曜日
午前１０時～午後３時

月曜日～金曜日
午前１０時～午後３時

水曜日・木曜日・金曜日
午前１０時～午後３時

月曜日～金曜日午前１０時～午後３時

月曜日～金曜日
午前１０時～午後３時

月曜日～金曜日
午前１０時３０分～午後３時３０分

月曜日～金曜日
午前９時３０分～午後３時３０分
（月１回土曜日・日曜日開所）

月曜日～金曜日
午前９時～午後２時

月曜日～金曜日
午前９時３０分～午後２時３０分

月曜日・火曜日・木曜日
午前１０時～午後４時

火曜日・木曜日・土曜日
午前１０時～午後３時

月曜日～金曜日
午前９時３０分～午後２時３０分

所 在 地
善根寺町４―２―３８

中石切町４―６―１９

岩田町４―３―２２―２０６
希来里２階

菱江３―１２―１３

今米１―８―１８

菱屋西１―１６―２０

宝持４―６―３

西堤学園町３―１―１
東大阪大学内
こども研究センター

岸田堂西１―６―３７

森河内西２―２７―４

稲田本町３―１９―６

近江堂２―６―３０

小阪本町１―５―２６

つどいの広場
キッズステーション

親子 deカフェ あ・ん

若江岩田みんなの広場
きらりっこ

くすのき保育園
「くすのきわんぱくクラブ」

コロボックル

ひしの美保育園
「はぐ HUG ひしの美」

つみき

東大阪大学内
こども広場

木の実保育園
「木の実わんぱく広場」

フタバ学園
「あそぼ」

さわらび保育園
「わんぱく広場」

弥刀さつき保育園
「きらら Me―Too―SATSUKI」

むぎの穂保育園
「ほしのこクラブ」

一時預かり実施保育園（所）
電話番号

０７２（９８１）０３００

０７２（９８７）２６６０

０７２（９８７）２４１０

０７２（９８５）７７２５

０７２（９８４）８８２７

０７２（９８８）３３５６

０７２（９８７）３０００

０６（６７４８）８２８０

０７２（９６８）００１１

０７２（９６５）１０８０

０７２（９６４）１１０１

０７２（９６２）５０１０

０７２（９６５）２７１２

０７２（９６２）２２００

０７２（９６１）７７４２

０６（６７２３）６６４０

０７２（９６６）７７７８

０７２（９６４）０１４０

０７２（８７４）６５５６

０６（６７２３）７５８８

０７２（９６０）５５２２

０６（６７４６）１２７７

０６（６７８３）１７３３

０６（６７８９）８８５５

０７２（９６７）１４３５

０６（６７８３）６６７１

０６（６７２０）６１５５

０６（６７２１）７７１２

０６（６７２１）６２４１

０６（６７２５）３２６６

０６（６７３２）１１５５

０６（６７２９）１８００

０６（６７８９）５２９５

０６（６７８９）３３３４

０７２（９６０）９５６７

０６（６７２４）２０６９

０６（６７２７）１３１０

保 育 所 名
若宮保育園

善根寺保育園

西若宮保育園

石切山手保育園

白鳩保育園

若宮森の子保育園

四季の風保育園

鴻池子育て支援センター

みるく保育園

くすのき保育園

春日保育園

花園保育園

玉串保育園

島之内保育所

ポッポ第２保育園

若江保育園

たいよう保育園

愛保育園

第二愛保育園

どんぐり保育園

本庄保育園

さわらび保育園

フタバ学園

むぎの穂保育園

くすのきめぐみ保育園

東大阪ヒマワリ保育園

恵果保育園

ひしの美保育園

木の実保育園

ひしの美東保育園

弥刀さつき保育園

長瀬子育て支援センター

荒本子育て支援センター

むぎの穂第二保育園

すずな保育園

エンゼル保育園

長瀬菊水園保育所

親親子子でで憩憩いいののひひととととききをを

■特集・自分に合った子育てを探してみませんか

つど い の 広 場

子子育育てて応応援援制制度度をを紹紹介介

大
き
な
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す

フファァミミリリーー・・ササポポーートト・・セセンンタターー
頼頼れれるる人人がが近近くくににいいまますす��

援
助
会
員
の

小
林
八
重
子
さ
ん

こそだてプラス＋

子育て応援ブック

子育て応援メールマガジン

��ちちょょっっとと預預かかっってて
ほほししいい��ととききにに

子育てハッピーメール

一 時 預 か り

保育所入所児童を募集

１０月３１日までに申込みを

（６）平成２４年９月１５日ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２４年９月１５日（７）
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イコーラム・カレッジ
人と人、人と地域のつながり

文化財や史跡、伝統的な祭りといった

地域資源を活かし、そこに暮らす多様な

人々とのつながりを育むまちづくりを
かいわい

上町台地界隈での事例から考えます。

�時１０月２８日�午前１０時～正午 �対市内
在住・在勤・在学（いずれか）の方 �定
２０人（抽選） ※１歳６か月～就学前幼

児の保育あり（１人２００円で定員１０人。申

込先着順）。 �講大阪ガス�エネルギー
・文化研究所の弘本由香里さん �申ハ
ガキに講座名、受講動機、住所、氏名、

電話・ファクス番号、保育の有無（必要

な場合は子どもの氏名と生年月日も）を

書いて、１０月２１日�（必着）までに郵送
（電話、ファクス、Ｅメール、直接も可）

�所�申�問〒５７８―０９４１岩田町４―３―２２―６００
イコーラム（男女共同参画センター）

０７２（９６０）９２０１、�０７２（９６０）９２０７、�
ikoramu@nifty.com

母子家庭の母と寡婦の就労を支援
パソコン初級講座

ワードとエクセルの基本操作を学び

ます。 �時１０月２１日～１２月９日の日曜日
午前１０時～午後４時（計８日間） �所
イコーラム（男女共同参画センター）

�対全日程受講できる市内在住の母子家
庭の母または寡婦 �定２５人（抽選）
�料４，０００円 ※２歳～就学前幼児の保育

あり。 �申往復ハガキに講座名、受講
動機、以前受講した方はその講座名、

住所、氏名、年齢、職業、電話番号、

保育の有無（必要な場合は子ども氏名

と年齢も）を書いて、９月２１日�（消
印有効）までに郵送

�申�問〒５４０―００１２大阪市中央区谷町
５―４―１３ 大阪府母子家庭等就業・自立

支援センター ０６（６７６２）９４９８、�０６
（６７６２）３７９６

�問子ども家庭課 ０６（４３０９）３１９４、�
０６（４３０９）３８１７

一歩セミナー
これから生き方を考えるあなたへ

若い女性が、自分らしい生き方を選

択できるようになるための講座です。

�時�内�１０月１３日��「素敵な人間関係
のつくり方～人付き合い、楽しくラク

にしませんか」大阪府立大学助教の伊藤

良子さん �２０日��「『自分らしさ』
って何だろう～世界を知って自分を知

ろう」大阪府立泉尾高校教諭の乾史弥

さん �２７日��「自分も相手も気持
ち良い�私の思いの伝え方～コミュニ
ケーショントレーニング」近畿大学教

授の堀田美保さん ☆いずれも午後２

時～４時で計３日間 �対全日程受講で
きる市内在住・在勤・在学（いずれか）

の女性 �定２０人（抽選） ※１歳６か月

～就学前幼児の保育あり（各開催日の１

週間前までに要予約。１人２００円で定員

１０人。申込先着順）。 �申ハガキに講座
名、受講動機、住所、氏名、電話・フ

ァクス番号、保育の有無（必要な場合

は子どもの氏名と生年月日も）を書い

て、１０月６日�（必着）までに郵送（電
話、ファクス、Ｅメール、直接も可）

�所�申�問〒５７８―０９４１岩田町４―３―２２―６００
イコーラム（男女共同参画センター）

０７２（９６０）９２０１、�０７２（９６０）９２０７、�
ikoramu@nifty.com

子育て勉強会

子育ての「コツ」をつかんでみません

か。 �時１０月１日�・１５日�・２９日�
・１１月１２日�午後６時３０分～８時３０分
（計４日間） �所市民会館第２集会室
�対全日程参加できる小学生の保護者
�定３０人（申込先着順） �講カウンセラ
ーの松木育子さん

�申�問青少年スポーツ室 ０６（４３０９）

３２８１、�０６（４３０９）３８３５

秋の全国交通安全運動を実施

９月２１日から３０日まで「子どもと高齢

者の交通事故防止」「夕暮れ時と夜間の

歩行中・自転車乗用中の交通事故防止」

「飲酒運転の根絶」などに重点を置い

て、秋の全国交通安全運動を行います。

【交通安全市民大会】
大阪府警察音楽隊による吹奏楽演奏

や交通安全講習会を開催します。 �時
９月２４日�午後２時～４時 �所市民会
館市民ホール ※車での来場はご遠慮

ください。

◇ ◇

�問�布施警察署 ０６（６７２７）１２３４、�
０６（６７２７）７５７８ �河内警察署 ０７２

（９６５）１２３４、�０７２（９６３）４８２３ �枚
岡警察署 ０７２（９８７）１２３４、�０７２（９８１）
０３７７ �交通対策室 ０６（４３０９）３２２３、

�０６（４３０９）３８３６

インターネット公売

市では、市税の確保と納税の公平性

を図るための滞納処分として、ヤフー

�が提供する官公庁オークションシス
テム上でインターネット公売を実施し

ます。くわしくは市ウェブサイトをご

覧ください。 公売物件 指輪、ネック

レスなど 公売方法 せり売り方式

申込期間 ９月２４日�午後１時～１０月
９日�午後１１時 入札期間 １０月１６日

�午後１時～１８日	午後１１時 売却決
定日 １０月１９日�午前１０時 買受代金
納付期限 １０月２６日�午後２時３０分
【下見会】
公売物件を実際にご覧になれます。

直接会場にお越しください。 �時１０月
３日
午前１０時～正午 �所市役所本庁
舎３階納税課

◇ ◇

�問納税課 ０６（４３０９）３１５３、�０６（４３０９）
３８０８

住宅困窮度評定による市営住宅
前期募集を中止

住宅困窮度評定による市営住宅（北

蛇草・荒本住宅）の入居者募集を例年

は、年度に２回（前期・後期）行って

いますが、今年度の前期募集は行いま

せん。後期については、入居者募集を

予定しています。

また、住宅困窮度評定による市営住

宅以外の市営住宅の募集は、例年通り

行う予定です。

いずれも市政だよりなどでお知らせ

しますので、ご確認ください。

�問�住宅困窮度評定による市営住宅
について�住宅改良室 ０６（４３０９）３２３３、

�０６（４３０９）３８３４ �その他の市営住宅
について�住宅政策課 ０６（４３０９）３２３１、

�０６（４３０９）３８３４

住基法が改正
来年度の介護保険料に反映

平成２４年７月に住民基本台帳法の一

部が改正されたことにより、外国人住

民の方も住民票に記載することになり

ました。これに伴い、世帯の状況によ

っては来年度の介護保険料が変わる場

合があります。くわしくはお問合せく

ださい。

�問介護保険料課 ０６（４３０９）３１８８、�
０６（４３０９）３８１４

平成２４年就業構造基本調査

１０月１日現在で就業構造基本調査を

実施します。この調査は、就業・不就

業の実態を種々の観点から捉え、日本

の就業構造を全国だけでなく、地域別

にも明らかにし、国や都道府県におけ

る雇用政策、経済政策など各種行政施

策立案の基礎資料を得ることや学術研

究のために利用することなどを目的と

して実施するものです。調査の対象と

なった世帯には、統計調査員が伺いま

すので、協力をお願いします。

�問統計課 ０６（４３０９）３１１３、�０６（４３０９）
３８４９

民有地の植樹資金を助成

工事に着手する前にお問合せくださ

い。 �対�内�個人住宅�１件１万円以
上の植樹にかかる費用の２分の１（上

限２０万円） �事業所、住宅団地など
�１件１０万円以上の植樹にかかる費用
の３分の１（上限５０万円） ※助成を

受けた植栽は５年間変更できません。

【個人住宅】
道路に面している長さが３ｍ以上の

生垣に植樹する場合に限ります。

【事業所】
職場を住居と併用している場合は、

職場に比重が多いものに限ります。た

だし工場立地法に規定する特定工場（製

造業で敷地面積が９，０００�以上または建
築面積が３，０００�以上）は除きます。
※低木類の植樹は不可。

【住宅団地など】
住宅団地などの共有地または自治会

が借りている植栽地として永続性のあ

る私有地に限ります。

◇ ◇

�申�問みどり対策課 ０６（４３０９）３２２７、

�０６（４３０９）３８３６

トライスタジアム
陸上競技施設の個人使用を実施

トライスタジアム（花園中央公園多

目的球技広場）の陸上競技施設が個人

で使用できます（フィールド内の芝生を

除く）。希望日に直接お越しください。

�時９月１８日�・２０日	・２５日�・２７日	
午後３時４５分～６時 �対小学生以上の
方 ※小学生～高校生が使用する場合

は成人の指導者が必要。 �内トラック競
技、砲丸投げ、高跳び、幅跳びなど

※槍・円盤・ハンマー投げはできませ

ん。 �料１人２００円 ※利用可能日時は

前月の中旬に一般財団法人東大阪市公

園協会ホームページ（http���www.hct.
zaq. ne. jp�higashioosakashi�kouen
nkyoukai�sub1.htm）に掲載。
�問�花園公園管理事務所 ０７２（９６０）

３４２６、�０７２（９６０）３４２７ �公園管理課
０６（４３０９）３２２８、�０６（４３０９）３８３６

補助金交付団体が決まる
豊かな環境創造基金活用事業

豊かな環境創造基金を活用して公共

的施設の整備や環境教育、環境啓発、

環境改善活動を行う団体などに補助金

を交付しています。今年度の交付団体

は次のとおりです。 �東大阪フォレ
ストクラブ �社会福祉法人信光園花
園保育園 �社会福祉法人やまゆり会
やまゆり保育園 �社会福祉法人鴻池
ポッポ福祉会ポッポ第２保育園 �東
大阪市立菱屋西小学校里山クラブ �
特定非営利活動法人地域情報支援ネッ

ト ※活動内容などくわしくは市ウェ

ブサイトに掲載しています。来年４月

に団体の活動成果発表会を開催する予

定。

�問環境企画課 ０６（４３０９）３１９８、�０６
（４３０９）３８１８

市民バレーボール大会抽選

大会は１０月１４日�午前９時から東体
育館で開催します。 �時９月２８日�午後
７時１５分から（受付は午後７時から）

�所市民会館第４会議室 �対市内在住・
在勤（いずれか）の男性（高校生以下

の方を除く） �料１チーム（９人制）
３，０００円

�問�市バレーボール協会「松澤」
０７２（９６３）６０２１ �青少年スポーツ室
０６（４３０９）３２８２、�０６（４３０９）３８３５

まいにち せいかつ に ほん ご こま

毎日の生活で日本語に困っている
がいこくじんじゅうみん に ほん ご きょうしつ ひら

外国人住民のために日本語教室を開
か

いています。 とき・ところ �火
よう び ご ぜん じ じ ぷん い こ ー ら

曜日午前１０時～１１時３０分�イコーラ
む だんじょきょうどうさんかく せ ん た ー か

ム（男女共同参画センター） �火
よう び ご ご じ じ ひがしこうみんかん

曜日午後７時～９時�東公民館 �
すいよう び ご ご じ ぷん じ ご ご

水曜日午後１時３０分～３時・午後７
じ じ し みんかいかん もくよう び ご ご

時～９時�市民会館 �木曜日午後
じ じ ひろ ば くす ね

７時～９時�ももの広場（楠根）
にちよう び ご ぜん じ じ ぷん

�日曜日午前１０時～１１時３０分�くす
ぷ ら ざ わか え いわ た えきまえ

のきプラザ（若江岩田駅前）

◇ ◇
もうしこ といあわ さき えぬぴーおーほうじん

■申込み・問合せ先 �ＮＰＯ法人
ひがしおおさか に ほん ご きょうしつ むら い

東大阪日本語教室「村井」０６（６７２５）
よしおか ぶん

６３００、「吉岡」０６（６７４４）５１６６ �文
か こくさい か ふぁくす

化国際課 ０６（４３０９）３１５５、�０６
（４３０９）３８２３

【ボランティアを募集】
日本語を教えるボランティアを募

集します。次のとおり講習会を開催

します。 �時９月３０日�午後１時３０分
～４時 �所市民会館第１会議室 �料
５００円

に ほん ご べん きょう

日本語を勉強しませんか
Want to study Japanese?

（８）平成２４年９月１５日東 大 阪 市 政 だ よ り
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ＮＰＯを知るセミナー
はじめてのＮＰＯ

ＮＰＯの運営や税金、法人設立のメ

リットとデメリットについて学びます。

�時１０月６日�午後１時３０分～３時 �所
市役所本庁舎２２階会議室 �対市内在住
・在勤・在学（いずれか）の方 �定４０
人（抽選） �申講座名、所属団体名、
氏名、電話番号、手話通訳の有無を９

月２８日�までに電話またはファクスで
（Ｅメールも可）

�申�問ＮＰＯ・市民活動支援課 ０６

（４３０９）３３５０、�０６（４３０９）３８１２、�n
po�shimin@city.higashiosaka.lg.jp

プロから学ぶ
心を伝えあえるコミュニケーション

�時９月２７日�午後１時～３時 �所イ
コーラム（男女共同参画センター）

�対市内在住・在勤（いずれか）の方
�定２４４人（申込先着順） �講フリーアナ
ウンサーの叶桂子さん �申９月２６日�
までに電話またはファクスで（直接も

可）

�申�問角田総合老人センター ０７２（９６２）

８０１１、�０７２（９６３）２０２０

オリックス・バファローズ
親子ティーボール教室

柔らかいボールを使用した野球型ゲ

ーム「ティーボール」を体験しません

か。 �時１０月１４日�午前９時～１１時（小
雨中止） �所金岡公園野球場 �対５歳
～小学校３年生の子どもとその保護者

�定１００組２００人（抽選） �講元プロ野球
選手の羽田耕一さんほか �料１組１，０００
円 �持運動ができる服・靴、あればグ
ローブ �申往復ハガキに教室名、住所
・氏名（返信用にも）、年齢（学年）、

性別、電話番号、野球経験の有無を書

いて、９月２１日�（必着）までに郵送
�申�問〒５７７―０８２７衣摺１―２―１６ 金岡公園

管理事務所 ０６（６７２３）０７３５、�０６（６７２３）
０７３６

�問公園管理課 ０６（４３０９）３２２８、�０６
（４３０９）３８３６

ちょこっとレクチャー
ビデオな１日

失恋が原因で声が出なくなってしま

った主人公が料理で人々の心を癒して

いく姿を温かく描いた「食堂かたつむ

り」を鑑賞します。 �時１０月２日�午
前１０時～正午・午後２時～４時 �対市
内在住・在勤・在学（いずれか）の方

�定各４０人（当日先着順） ※１歳６か月

～就学前幼児の保育あり（９月２５日�
までに要予約。１人２００円で定員１０人。

申込先着順）。

�所�問イコーラム（男女共同参画セン
ター） ０７２（９６０）９２０１、�０７２（９６０）
９２０７

あなたの地域デビューをお手伝いします
はじめてボランティア講座

�時１０月３日�・１０日�・１７日�午前
１０時～正午（計３日間） �対全日程参加
できる方 �定２０人（抽選） �内福祉施設
での体験学習、ボランティアグループ

の活動紹介 �料１００円 �申９月２６日�ま
でに電話またはファクスで（直接も可）

�所�申�問総合福祉センター内ボランテ
ィア・市民活動センター ０６（６７８９）

５５５０、�０６（６７８９）２９２４

長瀬人権文化センターの教室

【絵手紙教室】
�時１０月６日・１３日・２７日・１１月１０日
・１７日・１２月１日午後１時３０分～３時

３０分（いずれも土曜日で計６日間）

�定２０人（抽選） �料１，０００円 �申９月２５
日�まで
【着物の着付教室】
�時１０月１５日～１２月１７日の月曜日午後７
時～９時（１１月５日を除く計９日間）

�定１０人（抽選） �料３，０００円 �申９月２８
日�まで

◇ ◇

�対市内在住の方 �申ハガキに教室名、
住所、氏名、電話番号を書いて、各申

込期限（必着）までに郵送（ファクス

も可）

�所�申�問〒５７７―０８３２長瀬町３―４―３ 長瀬

人権文化センター ０６（６７２０）１７０１、�
０６（６７２９）９１７１

ドリーム２１の教室

【どきどき生物教室】
顕微鏡を使った実習や屋外観察を行

い、生物について学びます。 �時１０月
～来年３月の第２日曜日午前１０時～正

午（計６日間） �対小学校３年生～６
年生 �定２０人 �料１，０００円
【ものづくり教室】
親子で陶芸にチャレンジしませんか。

�時�Ａコース�１０月６日�・７日�午
前１０時～正午、２７日�午後２時～４時
�Ｂコース�１０月６日�・７日�・２８
日�午後２時～４時 ☆いずれも計３

日間 �対全日程参加できる小学生とそ
の保護者 �定各１０組２０人 �料１，０００円

◇ ◇

※市内在住・在学を優先して抽選。

�申往復ハガキに教室名（ものづくり教
室はコース名も）、住所、氏名、学校名、

学年、電話番号を書いて、９月２２日	
（必着）までに郵送（Ｅメールも可）

�所�申�問〒５７８―０９２３松原南２―７―２１ ドリ

ーム２１ ０７２（９６２）０２１１、�０７２（９６２）
０８１０、�kyositu@dream21.higashio
saka.osaka.jp

アーチェリークラブ

自然の中で楽しみながら、アーチェ

リーの基礎を学びませんか。 �時１０月８
日	午前９時～午後４時（雨天中止）
�対小学生以上の方 �定２４人（申込先着
順） �料１，５００円 �持運動ができる服、
飲み物、帽子、タオル �申９月１５日�
～３０日�午前９時～午後５時に電話で
�所�申�問自由の森なるかわ（野外活動

センター） ０７２（９８６）１５５１、�０７２
（９８６）１５５０

歴 史 講 座
おおさかの自然災害史

大阪の歴史に残る災害をテーマとし

た連続講座を行います。津波など災害

の歴史を知ることは、これから起こり

うる災害を予期するためにも大切です。

�時�内�９月２２日	�「古代河内の治水
と利水」いこまかんなびの会の原田修

さん �２９日��「鴻池新田の気象災
害」鴻池新田会所学芸員の松田順一郎

さん �１０月６日��「遺跡でみつかっ
た古地震と地すべりの痕跡」公益財団法

人大阪市博物館協会の趙哲済さん �
１３日��「近現代大阪の治水」鴻池新田
会所学芸員の別所秀高さん ☆いずれ

も午後１時３０分～３時で計４日間 �対
市内在住の方 �定３０人（申込先着順）
�料大人３００円、小・中学生２００円 �申９
月１５日�から電話で
�所�申�問鴻池新田会所 ０６（６７４５）６４０９、

�０６（６７４４）７４９８

五条老人センターの教室

【バランス健康体操教室】
�時９月２４日
・１０月２２日
・１１月２９
日�午後１時３０分～３時（計３日間）
�定４０人（申込先着順） �持運動ができ
る服、５本指の靴下、飲み物、タオル

【押し花教室】
Ａ４サイズのキャンバスに押し花で

自分の思いを描きます。 �時９月２０日
�午後１時３０分～３時３０分 �定１０人（申
込先着順） �料１，２００円 �持はさみ、あ
れば作品に入れたい写真

◇ ◇

�対市内在住の６０歳以上の方 �申９月
１５日�から電話または直接
�所�申�問五条老人センター ０７２（９８５）

３７５１、�０７２（９８６）７５９２

農の講習会
初心者のための野菜の栽培と病害虫防除

�時１０月１７日�・１８日�午後２時～４
時 �所市民会館第５会議室 �対市内の
貸し農園の利用者 �定各５０人（抽選）
�内野菜の基本的な栽培方法と農薬の安
全使用 �持筆記用具 �申往復ハガキに
講習会名、希望日、住所・氏名（返信

用にも）、利用園を書いて、９月２８日�
（消印有効）までに郵送

�申�問〒５７７―８５２１市役所農政課 ０６

（４３０９）３１８０、�０６（４３０９）３８４６

社会へ踏み出す手がかりを
若者就労支援「静岡方式」から学ぶ

ＮＰＯ法人青少年就労支援ネットワ

ーク静岡の活動事例集「若者就労支援

『静岡方式』で行こう�」の著者で静
岡県立大学教授の津富宏さんと浜松パ

ーソナルサポートセンターの伊藤正秀

さんがお話しします。 �時１０月１３日�
午後１時４５分～３時４５分（開場は午後

１時３０分） �所市民会館３集会室 �定１００
人（当日先着順）

�問�東大阪若者サポートステーショ
ン ０６（６７８７）２００８、�０６（６７８７）２０１８
�労働雇用政策室 ０６（４３０９）３１７８、�
０６（４３０９）３８４６

パソコン教室

自分のペースで学習できる個別指導

のパソコン教室（１時間１，０００円で月謝

制）を開催しています。まずは、説明

会にお越しください。 説明会の�時火
・木曜日正午から・午後４時から、土

曜日午前９時から

�所�申�問東大阪商工会議所 ０６（６２２４）

４３００、�０６（６７２５）３６１１
�問モノづくり支援室 ０６（４３０９）３１７７、

�０６（４３０９）３８４６

若者を支援
求職中の方のための講座

【就職につなげよう�パソコン基礎
講座】
�時１０月１日
・３日�・５日�午前

１０時～午後５時（計３日間） �所東大
阪若者サポートステーション（高井田

元町２） �定８人（申込先着順） �内
ワード、エクセル、パワーポイントを

活用したビジネス文書の作成 �申９月
２８日�までに電話で
【就職への早道】
就職をめざすためのセミナーです。

�時１０月３日�午後２時～４時 �所ハロ
ーワークプラザ布施駅前（長堂１）

�定２０人（申込先着順） �内若者サポー
トステーションやハローワークの説明、

求人検索など �申電話で
◇ ◇

�対１５歳～３９歳の求職中の方
�申�問東大阪若者サポートステーショ
ン ０６（６７８７）２００８、�０６（６７８７）２０１８
�問労働雇用政策室 ０６（４３０９）３１７８、

�０６（４３０９）３８４６

市と社会福祉協議会では、今年ダ

イヤモンド婚式（結婚６０年）または

金婚式（結婚５０年）を迎える夫婦を

祝福する「ダイヤモンド婚・金婚夫

婦のつどい」を１０月２０日�に市民会
館市民ホールで開催します。

つどいへの参加は、地域の校区福

祉委員長にお申込みください。申込

みいただいた夫婦へは、案内状を送

付します。また、当日参加できない

場合は、記念品を贈呈します。

本人からだ

けでなく、家

族からの申込

みも受け付け

ます。ぜひ、申し込んでください。

�対�結婚６０年�昭和２７年に結婚した
夫婦 �結婚５０年�昭和３７年に結婚
した夫婦

�問�社会福祉協議会 ０６（６７８９）

７２０１、�０６（６７８９）２９２４ �高齢介護
課 ０６（４３０９）３１８５、�０６（４３０９）３８４８

ダイヤモンド婚・金婚夫婦のつどい
対象夫婦は申込みを

�時とき �所ところ �対対象 �定定員・定数 �内内容 �講講師
�料料金（表示のないものは無料） �持持ち物 �申申込方法・応募方法など
�申申込み先・応募先など �問問合せ先 �メールアドレス

記号の見方

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２４年９月１５日（９）
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リフレッシュしませんか
在宅高齢者介護者のつどい

�時９月２４日�午前１１時～午後２時
�所市民会館第２集会室 �対自宅で認知
症の高齢者や常時介護が必要な高齢者

を介護している市内在住の方 �定３０人
（抽選） �内講演「それで大丈夫�おむつ
の選び方・使い方」、軽食付き交流会

�申行事名、住所、氏名、年齢、性別、
電話番号、介護期間を書いて、９月２０日

�（必着）までに郵送またはファクスで
�申�問〒５７７―０８４３荒川３―４―２３ 基幹型地

域包括支援センター社協荒川 ０６（６７２６）

２５３３、�０６（６７２６）２５４４
�問高齢介護課 ０６（４３０９）３１８５、�０６

（４３０９）３８４８

市民ソフトテニス大会

�時�内�９月２３日��男子一般、壮年
（ダブルス） �３０日��女子一般、壮
年（ダブルス） ※いずれも午前９時か

ら。一般と壮年の区切りは４５歳。 �所
三ノ瀬公園テニスコート �対市内在住
・在勤（いずれか）の方（学生を除く）

�料１組１，０００円
�申�問市ソフトテニス協会「安田」

０６（６７８９）８２６６

�問青少年スポーツ室 ０６（４３０９）３２８２、

�０６（４３０９）３８３５

親子で月見団子作り

�時９月３０日�午前１０時～正午・午後
１時～３時 �対市内在住・在勤（いず
れか）の親子 �定各２組（申込先着順）
�持上新粉（１人１００ｇ程度） �申９月１７
日�午前９時から電話で
�所�申�問旧河澄家（日下町７―６―３９）０７２
（９８４）１６４０（�兼用）

東大阪アリーナ催し＆教室

【プールイベント】
５００mlのペットボトルでロケットを

作り、プールで遊びます。 �時９月２３
日�・１０月２１日�午後１時～４時 �対
５歳児以上の方 ※小学校４年生未満

は保護者同伴。 �定各４０人（申込先着
順） �料大人８００円、子ども５００円 �持
はさみ、水着、水泳帽、ゴーグル、バ

スタオルなど �申１０月１４日�までに電
話または直接

【はじめての水泳教室】
�時�対９月２４日�～２８日�（２５日�を
除く計４日間） �幼児（平成１８年４
月２日～平成２０年４月１日生まれ）�
午後３時３０分～４時２０分 �小学校１
・２年生�午後４時３０分～５時２０分
�定各１５人（申込先着順） �料３，２００円
�持水着、水泳帽、タオルなど �申９月
２４日�までに電話または直接 ※応募

が少ない教室は中止する場合がありま

す。くわしくは東大阪アリーナホーム

ページ（http���www.hos�arena.com�）
をご覧ください。

◇ ◇

�所�申�問東大阪アリーナ ０６（６７２６）

１９９５、�０６（６７２６）１９９４

子ども映画サロン

映画「長ぐつをはいたネコ」を上映し

ます。 �時１０月２０日	・２１日�午前１０
時３０分～正午・午後２時３０分～４時

�定各１８９人 �料事前予約４００円、当日５００
円 ※電話予約可。

�所�問ドリーム２１ ０７２（９６２）０２１１、�
０７２（９６２）０８１０

さわやかグラウンドゴルフ秋季大会

�時１１月４日�午前８時３０分から（受
付は午前８時から） ※雨天時は１１月

２３日�に順延。 �所吉田春日グラウン
ド �対市内在住・在勤・在学（いずれか）
の小学校４年生以上の６人で編成した

チーム ※小学生は保護者同伴。 �定
８０チーム（抽選） �料１チーム２，０００円
�申申込用紙に必要事項を書いて、１０月
１日�～５日�に直接 ※申込用紙は

１０月１日�から青少年スポーツ室で配
布。市ウェブサイトからダウンロード

もできます。

�申�問青少年スポーツ室 ０６（４３０９）

３２８２、�０６（４３０９）３８３５

めっけもん もうけもん まいど�東大阪
３周年記念まち歩きイベント

日下・石切周辺のええトコをまちガ

イドが案内します。 �時１０月１０日
、
１４日� ☆いずれも近鉄石切駅北側に

つるぎや

午前１０時集合、石切劔箭神社で正午解

散 �定各３０人（申込先着順） �内旧生駒
トンネル―千手寺―東石切公園―石切参道

商店街（約１．５�） �料５００円 �申９月１８日
�午前１０時から電話で
�申�問めっけもん もうけもん まいど
�東大阪（物産観光まちづくりセンタ
ー） ０７２（９８１）０１１１、�０７２（９４０）６６７９
�問商業課 ０６（４３０９）３１７６、０６（４３０９）

３８４６

歩 こ う 会

�時１０月７日�（雨天中止） ☆イオン

布施駅前店前に午前８時３０分集合、午

後３時ごろ解散 �対市内在住の方 �内
近鉄五位堂駅―かつらぎの道―竹取公園

―馬見丘陵公園―近鉄池部駅（約８�）
�持弁当、飲み物 ※交通費が必要。

�問夢広場（布施駅前） ０６（６７８４）

２０１４（�兼用）

市民環境フェスティバル

環境問題についての理解を深め、行動

を促すための啓発イベントを開催しま

す。 �時９月２３日�午前１０時～午後３時
（雨天決行） �所大阪商業大学 �内パネ
ル展示、手作りリサイクル教室、エコマ

ーケット（雨天中止）、東大阪青年会議所

による「創立５５周年記念事業EcoFes」

など ※車での来場はご遠慮ください。

�問�市民環境フェスティバル実行委
員会「松浦」 ０９０（６９６５）３３８７ �循
環社会推進課 ０６（４３０９）３１９９、�０６
（４３０９）３８１８

やまなみコンサート

�時１０月１３日	午後２時～４時 �対市
内在住・在勤・在学（いずれか）の方

�定４０人（抽選） �内澤田友里恵さん（フ
ルート）と井上千賀子さん（ピアノ）な

どによる演奏 �料２００円 �申往復ハガキ
に行事名、住所、氏名、電話番号を書

いて、１０月５日�（必着）までに郵送
�所�申�問〒５７９―８０５４南四条町１―７ やま

なみプラザ（四条） ０７２（９８８）３１０７

（�兼用）

ＮＰＯ de 元気カフェ
ＮＰＯや市民活動団体の情報交換会

各分野で活躍するＮＰＯや市民活動

団体の活動を紹介し、意見交換や交流

を行います。 �時�所�内�１０月５日�午
後６時３０分～８時３０分、市役所本庁舎

２２階会議室�高齢者支援 �１０月１３日
	午後１時３０分～３時３０分、総合福祉
センター�子育て支援 �対市内で活動
するＮＰＯ、市民活動団体 �定各２５人
（抽選） �申講座名、参加希望日、所属
団体名、団体の所在地または活動場所、

参加者の氏名、電話番号、保育の有無

（１３日のみ）を９月２８日�までに電話
またはファクスで（Ｅメールも可）

�申�問ＮＰＯ・市民活動支援課 ０６

（４３０９）３３５０、�０６（４３０９）３８１２、�n
po�shimin@city.higashiosaka.lg.jp

自慢の逸品を販売
東大阪物産フェア

市内企業約３０社が自慢の逸品を販売

します。 �時９月２９日	・３０日�午前
１０時～午後８時 �所近鉄百貨店東大阪
店１階特別催事場（長堂１）

�問�東大阪商工会議所振興部 ０６

（６７２２）１１５１、�０６（６７２５）３６１１ �商
業課 ０６（４３０９）３１７６、�０６（４３０９）
３８４６

鉄道唱歌の旅・がんばれ東北を巡る
５００�ウォークラリー

１０月から来年９月にかけて、鉄道線

区（盛岡～上野の５００�）の完歩をめざ
してウォーキングをしませんか。 �時
１０月６日	午前９時から �対市内在住
・在勤（いずれか）の方 �内緩衝緑地
公園までのウォーキング（約５�）
�所�問グリーンパル（中鴻池）０６（６７４７）

１５９２、�０６（６７４４）２７４８

「クリーニングに出したジャケッ

トを受け取った状態のビニール袋に

入れたまま１年間、洋服だんすに保

管していた。着ようとして開封する

と変色していた」「３か月前にブラウ

スをクリーニングに出した。昨日受

け取ってみると、クリーニングに出

す前にはなかったシミが、わきや襟

に付いていた」といった相談が寄せ

られています。

ドライクリーニングは、汗などの

水溶性の汚れは取れにくいといわれ

ています。汚れが取れたように見え

ても、残っていた汗などのシミが保

管中に変化して浮き出てくることも

あります。また、ビニール袋のまま

長期間保存すると、カビや変色が起

こる恐れがあります。

クリーニング事故は、クリーニン

グ方法のほかに、経過年数、素材の

特性や着用状況、縫製の不具合など、

さまざまな要因で起こります。

トラブルが起こったとき、クリー

ニング業者に原因があれば「クリー

ニング事故賠償基準」をもとに補償

されます。しかし、消費者がクリー

ニング店から品物を受け取って６か

月以上、あるいは預けて１年以上経

過したものは、事故の原因特定が困

難であり、補償はされないので次の

ことに注意しましょう。

クリーニングに出すとき �ポケ
ットを空にする �シミがあればそ
の原因を店に伝える �穴あきがな
いか点検する �高級ボタンや付属
品は取り外す

受け取ったとき �異常がないか
相互確認をする �問題があれば、
すぐにクリーニング店へ言う �ビ
ニール袋からすぐに取り出し、風を

通して保管する

おかしいと思ったときは、すぐに

消費生活センターに相談しましょう。

公共放送の受信料は
支払い義務があるの？
～緊急度レベル★★★☆☆

「公共放送受信料を高圧的に請求

される。訴訟をするというが法的に

支払わなければいけないのか」「マン

ションの共同アンテナでテレビを見

ている。衛星放送を見ていないのに

受信料を請求された。納得できない」

などの相談が寄せられています。

公共放送には、地上デジタル放送

と衛星放送（ＢＳ放送）の２種類が

あります。地上デジタル放送と衛星

デジタル放送は２０１１年７月にアナロ

グ放送から完全移行しました。それ

に対応するために多くの家庭ではア

ンテナの取付けや調整、またはケー

ブルテレビや光回線テレビなど有料

放送契約を結び、デジタル放送受信

環境を整えています。アンテナでデ

ジタル放送を受信している方は、衛

星放送を見るためのパラボラアンテ

ナが必要になりますが、ケーブルや

光回線、マンションの共同アンテナ

は、アンテナ不要で自動的に視聴で

きる可能性があります。

放送法の第３２条第１項「協会の放

送を受信することのできる受信設備

を設置した者は、協会と放送の受信

の契約をしなければならない」と定

められています。つまり、地上デジ

タル公共放送と衛星放送を視聴でき

る環境にあれば、法的に支払義務が

生じます。

受信料には家族割引のほかにも生

活保護受給者や障害者の全額免除や

半額免除などの規定がありますので、

公共放送受信料の窓口に問合せてく

ださい。

◇ ◇

�問消費生活センター ０７２（９６５）

６００２、�０７２（９６２）９３８５

クリーニングトラブルが
増えています

～緊急度レベル★★★★☆

（１０）平成２４年９月１５日東 大 阪 市 政 だ よ り



女性のための法律・労働相談

女性をとりまく法律に関する相談に

女性弁護士が、解雇やセクハラ、パワ

ハラ、年金などに関する相談に女性社

会保険労務士が応じます。 �時�定�法
律�１０月３日�・１１月７日�・１１月１６日
�・１２月５日�午後１時～４時、各日
６人（１人３０分。１１月１６日はＤＶ相談

のみで定員１２人） �労働�１０月１３日�
・１１月１０日�・１２月８日�午後１時３０分
～４時２０分、各日３人（１人５０分。電話

相談可） ※いずれも申込先着順。 �対
市内在住・在勤・在学（いずれか）の女

性 ※１歳６か月～就学前幼児の保育

あり（各相談日の１週間前までに要予

約。１人２００円）。 �申火曜日～日曜日午
前１０時～午後５時に電話で（法律相談

は２週間前から、労働相談は随時受付）

�所�申�問イコーラム（男女共同参画セ
ンター）０７２（９６０）９２０５、�０７２（９６０）９２０８

男性のための電話相談

男性の仕事や家庭などに関するさま

ざまな悩みに男性相談員が電話で応じ

ます。 �時第１土曜日午後１時～５時、
第３水曜日午後７時～９時 �対市内在
住・在勤・在学（いずれか）の男性 相
談電話 ０７２（９６６）５００２

�問イコーラム（男女共同参画センタ
ー） ０７２（９６０）９２０５、�０７２（９６０）９２０８

多重債務（借金問題）
法 律 相 談

借金の返済・多重債務などの相談に

弁護士が応じます。 �時９月２５日�午
後１時～４時 �対市内在住の方 �定６
人（申込先着順）

�所�申�問消費生活センター ０７２（９６５）

６００２、�０７２（９６２）９３８５

宅 建 相 談

�時９月２５日�午前１０時～午後２時
�所市役所本庁舎１階相談室 �定１０人（当
日先着順） �内不動産に関すること
�問市政情報相談課 ０６（４３０９）３１０４、

�０６（４３０９）３８０１

東大阪の観光と産業
写真コンテストの作品

「心に残る東大阪」をテーマに、四季

折々の自然や風景、行事、文化、産業

などを撮影した写真を募集します。

�内�一般部門�６つ切～４つ切（ワイ
ド可）またはＡ４サイズ �腕試し（初
心者）部門�２Ｌサイズ �申応募用紙
に必要事項を書き作品の裏面に貼って、

１２月２８日�（消印有効）までに郵送また
は直接 ※応募用紙は商業課、行政サ

ービスセンターで配布。東大阪観光協

会ホームページ（http���www.higashi
osaka�kanko.jp�）からダウンロードも
できます。応募作品の版権は市に帰属。

入選作品には賞金、副賞を贈呈します。

�申�問〒５７７―８５２１市役所商業課内東大阪
観光協会 ０６（４３０９）３１７６、�０６（４３０９）３８４６

大会参加者
秋季市民グラウンドゴルフ

１０月２０日�に吉田春日グラウンドで
開催する市民グラウンドゴルフ大会の

参加者を募集します。

�対市グラウンドゴルフ協会登録者以
外の市内在住・在勤（いずれか）の方

�定６０人（申込先着順） �料３００円 �申
９月１９日�午前１０時～１１時３０分に市民
会館４会議室に料金を持って直接

�申�問�市グラウンドゴルフ協会「金
光」 ０７２（９８７）１８３４ �青少年スポー
ツ室 ０６（４３０９）３２８２、�０６（４３０９）３８３５

東 診 療 所
医療職嘱託員（看護師）

�対看護師の資格がある６５歳以下の方
�定１人 勤務時間 午前８時３０分～午

後５時

�申�問東診療所 ０７２（９８２）３８２１、�０７２
（９８２）３８２５

指導・監査業務専門嘱託員

介護保険の施設や事業者への指導・

監査を行う専門嘱託員を募集します。

試験日 ９月２２日� �対昭和２２年４月
２日以降生まれで、ワードやエクセル

ができ、次のいずれかの資格がある方

�施設�介護支援専門員、社会福祉士
�事業者�介護支援専門員 �定各１人
�申応募用紙に必要事項を書いて、９月
２０日�までに直接 ※応募用紙は指導

監査室施設課・居宅事業者課で配布。

市ウェブサイトからダウンロードもで

きます。

�申�問�施設�指導監査室施設課 ０６

（４３０９）３３１５、�０６（４３０９）３８１３ �事
業者�指導監査室居宅事業者課 ０６

（４３０９）３３１７、�０６（４３０９）３８１３

アイデア募集
商品化のお手伝いをします

アイデアの商品化を望んでいる発案

者と、新たな商品開発のために積極的

に社外のアイデアを活用したい企業と

の出会いの場を設けています。

くわしくは東大阪商工会議所ホーム

ページ（http���www.hocci.or.jp�keie
isoudan�idea�index.html）をご覧いた
だくかお問合せください。

�申�問東大阪商工会議所企画調査部
０６（６７２２）１１５１、�０６（６７２５）３６１１
�問モノづくり支援室 ０６（４３０９）３１７７、

�０６（４３０９）３８４６

ふれあいのつどい
ボランティア

１１月１７日�に東大阪アリーナと八戸
の里公園で開催するふれあいのつどい

のボランティアを募集します。ふれあ

いのつどいは、障害のある人もない人

も楽しく交流するイベントです。参加

しませんか。 �申登録用紙に必要事項
を書いて、１０月１２日�までに郵送（フ
ァクスまたは直接も可） ※登録用紙

は障害者支援室で配布。市ウェブサイ

トからダウンロードもできます。

�申�問〒５７７―８５２１市役所障害者支援室
０６（４３０９）３１８４、�０６（４３０９）３８１５

大阪府都市競艇組合の職員

�対昭和６１年４月２日～平成３年４月
１日生まれで学校教育法による４年制

大学を卒業した方（来年３月卒業見込

みの方を含む） �申申込書に必要事項を
書いて、１１月５日	～１２日	（消印有
効）に郵送 ※申込書は１０月１０日�か
ら住之江ボートレース場南門管理室で

配布。１０月１日	からボートレース住
之江ウェブサイト（http���www.sumi
noe.gr.jp）でダウンロードもできます。

�申�問〒５５９―００２３大阪市住之江区泉
１―１―７１ 大阪府都市競艇組合総務課

０６（６６８２）６２３０、�０６（６６８３）０１５２

市立総合病院では、「心とこころが

かよい合う看護」を大切にする人材

を育成し、より一層の看護を実践し

ていくために、助産師・看護師の採

用選考を行います。

採用選考の受験資格や採用予定時

期・人数などは表のとおりです。日

本国籍の有無に関わらず受験できま

す。

選考日 １０月７日
 選考方法
個別面接 合格発表（予定） １０月

１０日� �申申込書に必要事項を書い
て、９月１０日	～１０月４日�（郵送
は１０月１日	〈消印有効〉まで）に
直接または郵送 ※申込書は９月１０

日	から市立総合病院総務課・看護
局、本庁人事課・市政情報コーナー

で交付。市ウェブサイトからダウン

ロードもできます。

�申�問〒５７８―８５８８西岩田３―４―５ 市立

総合病院総務課 ０６（６７８１）５１０１、�
０６（６７８１）２１９４

１０月８日�の体育の日と１４日
に、
市民スポーツ祭典を開催します。

陸上競技大会をはじめ、リズム体

操やソフトテニス、体力・運動能力

テストなどを各会場に分かれて行い

ます（表参照）。さわやかな秋の日に、

心地よい汗を流しませんか。

なお、ケガなどの事故に関しては、

応急処置は行いますが以後の責任は

負いません。

�問青少年スポーツ室 ０６（４３０９）

３２８２、�０６（４３０９）３８３５

備 考

運動ができる服で、室内用シューズを持
って、会場へお越しください。

運動ができる服で、ソフトテニスラケッ
ト、テニスシューズを持って、会場へお
越しください（雨天中止）。

運動ができる服で、バドミントンラケッ
ト、シャトルコック、室内用シューズを
持って、会場へお越しください。

運動ができる服で、室内用シューズを持
って、会場へお越しください。

運動ができる服で会場へお越しください。
※参加申込みについては、８月１５日号の市政
だよりに掲載し、募集は終了しています。

申込みをした方は、競技のエントリー時
間までに会場へお越しください（開会式
は午前８時３０分から。雨天決行）。
※事前に申込みが必要です。くわしくは９月
１日号の市政だよりをご覧ください。小学
生を対象とした陸上教室もあります（申込
不要）。

ところ

東体育館

三ノ瀬公園
庭球場

東大阪アリーナ
大アリーナ

東大阪アリーナ
小アリーナ

春宮いきいき
広場

トライスタジ
アム（花園中
央公園多目的
球技広場）

とき

１０月８日
１０：３０～１２：００

８日
１０：００～１６：００

８日
１３：００～１６：００

８日
１３：００～１５：３０

８日
９：００～１２：００

１４日
８：３０～１７：００

行事名

リズム体操

ソフトテニ
ス

バドミント
ン

体力・運動
能力テスト

世代間交流
グラウンド
ゴルフ大会

陸上競技大
会

採用人数
（予定）

あわせて
２０人程度

あわせて
４０人程度

採用時期
（予定）

平成２４年１１月、
１２月または平
成２５年４月

平成２５年４月

年 齢

昭和４２年４月２日
以降に生まれた方

昭和４８年４月２日
以降に生まれた方

受験資格

それぞれの免許をす
でに取得している方

それぞれの免許を来
春取得見込みの方

区分

助産師・
看護師Ａ

助産師・
看護師Ｂ

助産師・看護師を募集
市 立 総 合 病 院

�時とき �所ところ �対対象 �定定員・定数 �内内容 �講講師
�料料金（表示のないものは無料） �持持ち物 �申申込方法・応募方法など
�申申込み先・応募先など �問問合せ先 �メールアドレス

記号の見方

市民スポーツの祭典
体育の日に心地よい汗を

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２４年９月１５日（１１）
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８
月
３０
日
か
ら
の
防
災
週
間

を
前
に
２５
日
、
市
役
所
本
庁
舎

西
側
駐
車
場
で
防
災
フ
ェ
ア
が

行
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
家
族
連

れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
市
民
と

企
業
、行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、

災
害
に
備
え
た
訓
練
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
防
災
体
制
の
連
携

強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
防
災
意
識
を
高
め

て
も
ら
お
う
と
今
年
初
め
て
行

わ
れ
た
も
の
で
す
。

イ
ベ
ン
ト
に
は
、
自
衛
隊
や

大
阪
府
警
察
だ
け
で
な
く
市
が

災
害
協
定
を
結
ん
で
い
る
企
業

も
参
加
。
ま
た
、
災
害
時
に
隣

近
所
の
安
否
確
認
や
初
期
消
火
、

救
出
救
護
な
ど
を
行
う
た
め
市

内
の
自
治
連
合
会
ご
と
に
組
織

さ
れ
て
い
る
自
主
防
災
組
織
会

も
参
加
し
て
、バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
や

水
消
火
器
訓
練（
写
真
右
下
）、炊

き
出
し
訓
練（
写
真
右
）

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
市
民
ら
は
、

備
え
の
大
切
さ
を
再
確

認
し
ま
し
た
。

住宅の防火防災で大切なのは、「自らの身

は自らで守る」という意識です。タレントの

ダニエル・カールさん（写真）と地域の住宅

防火防災対策を考えませんか。 とき ９月

２２日�午後１時３０分～３時４０分 ところ
府立中央図書館ライティホール 定員 ３５０

人（当日先着順） ※手話通訳あり。

■問合せ先 消防局予防広報課 ０７２（９６６）

９６６２、�０７２（９６６）９６６９

忘
れ
な
い
で

大
災
害
の
恐
ろ
し
さ

防
災
パ
ネ
ル
展
を
開
催

防
災
週
間
に
あ
わ
せ
て
、
市

民
や
職
員
ら
に
災
害
時
の
心
構

え
を
確
認
し
て
も
ら
お
う
と
防

災
パ
ネ
ル
展
も
開
催
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
東
日
本
大
震
災

で
発
生
し
た
津
波
の
脅
威
や
阪

神
淡
路
大
震
災
で
の
甚
大
な
被

害
を
伝
え
る
写
真
パ
ネ
ル
を
は

じ
め
、
第
１
次
避
難
所
で
あ
る

市
内
８０
か
所
の
市
立
小
中
学
校

に
保
管
さ
れ
て
い
る
災
害
用
備

蓄
物
資
や
活
断
層
図
な
ど
を
展

示
し
ま
し
た
。

訪
れ
た
市
民
は
パ
ネ
ル
や
備

蓄
物
資
な
ど
を
興
味
深
そ
う
に

見
学
し
、
防
災
へ
の
認
識
を
深

め
て
い
ま
し
た
。

【市ウェブサイト】
市ウェブサイト（http���ww

w.city.higashiosaka.lg.jp�）は、
「くらし」「市政」「みどころ」

などのジャンルに分け、必要な

情報を素早く得られるようにな

っています。ご活用ください。

【市広報番組「虹色ねっとわ
ーく」】
東大阪ケーブルテレビのコミ

ュニティチャンネルを利用して、

市政情報や行事、催しなどをタ

イムリーにお届けする市広報番

組「虹色ねっとわーく」を放送

しています。

ぜひ、ご覧ください。

【録音版・点字版市政だより】
市政だよりの発行にあわせ、

録音版と点字版の市政だよりを

発行しています。録音版はカセ

ットテープに録音したもので、

点字版はＢ５判約５０ページです。

家族や知り合いで配布を希望

される方は、申し込んでくださ

い。

◇ ◇

■申込み・問合せ先 広報課

０６（４３０９）３１０２、�０６（４３０９）３８２１

�
特
殊
機
器
な
ど
を
触
る

こ
と
が
で
き
る
衛
星
車
の

前
に
大
勢
の
子
ど
も
た
ち

が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た

７
月
の
「
人
権
尊
重
の
ま
ち

づ
く
り
強
化
月
間
」
に
あ
わ
せ

て
開
催
し
た
講
演
会
で
反
響
の

あ
っ
た
金
澤
泰
子
さ
ん
、
翔
子

さ
ん
親
子
の
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

ダ
ウ
ン
症
と
し
て
生
を
受
け

た
娘
に
絶
望
し
、
何
度
も
心
中

を
考
え
た
母
。
見
え
な
い
壁
を

乗
り
越
え
た
娘
は
幼
い
子
ど
も

や
知
的
障
害
者
に
書
を
教
え
る

ま
で
に
成
長
し
、
今
年
の
大
河

ド
ラ
マ
の
題
字
を
手
が
け
る
な

ど
活
躍
を
続
け
て
い
ま
す
。

た
っ
た
一
つ
の
希
望
を
探
し

続
け
た
親
子
が
た
ど
っ
た
軌
跡

を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
と
き

１０
月
１６
日
�
午
後

１
時
３０
分
〜
３
時
（
開
場
は
午

後
１
時
）

◇
と
こ
ろ

荒
本
人
権
文
化

セ
ン
タ
ー

◇
定
員

４
０
４
人
（
申
込

先
着
順
）

※
１
歳
６
か
月
〜
就
学
前
幼

児
の
保
育
（
定
員
８
人
）
と
手

話
通
訳
あ
り
。

◇
申
込
方
法

講
演
名
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
保
育
の
有
無

（
必
要
な
場
合
は
子
ど
も
の
氏

名
と
年
齢
も
）
を
９
月

１８
日
�
か
ら
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で（
郵
送
、

Ｅ
メ
ー
ル
も
可
）

生
き
生
き
人
生
学

大
人
の
た
め
の

ゆ
と
り
塾

身
近
な
人
権
問
題
を

通
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な

考
え
方
、
生
き
方
に
出

会
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◇
と
き
・
内
容

▽
１０
月
３

日
�
午
後
２
時
〜
３
時
３０
分
�

フ
ェ
ロ
ー
が
紹
介
す
る
盲
導
犬

の
お
仕
事

▽
１０
月
１９
日
�
午

後
２
時
〜
３
時
３０
分
�
「
見
た

目
問
題
」っ
て
ど
ん
な
問
題
�

▽
１０
月
３１
日
�
午
前
１０
時
〜
１１

時
３０
分
�
焼
肉
・
ホ
ル
モ
ン
文

化
と
在
日
コ
リ
ア
ン
〜
目
か
ら

ウ
ロ
コ
の
意
外
な
歴
史

▽
１１

月
１６
日
�
午
後
２
時
〜
３
時
３０

分
�
身
の
回
り
の
迷
信
や
偏
見

か
ら
自
由
に
な
る
た
め
に

※
１
歳
６
か
月
〜
就
学
前
幼

児
の
保
育
と
手
話
通
訳
あ
り（
各

開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
要

予
約
）。

◇
と
こ
ろ

く
す
の
き
プ
ラ

ザ
（
若
江
岩
田
駅
前
）

◇
対
象

市
内
在
住
の
方

◇
定
員

各
３０
人
（
申
込
先

着
順
）

◇
申
込
方
法

講
座
名
、
希

望
日
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
保

育
・
手
話
通
訳
の
有
無
を
電
話

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
（
郵
送
、

Ｅ
メ
ー
ル
も
可
）

◇

◇

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

〒

５７７
―

８
５
２
１
市
役
所
人
権
啓
発

課

０
６
（
４
３
０
９
）
３
１

５
６
、
�
０
６
（
４
３
０
９
）

３
８
２
３
、
Ｅ
メ
ー
ルjin

k

en
k
eih
a
ts
u
@
city
.h
i

g
a
s
h
io
s
a
k
a
.lg
.jp

書家の金澤泰子（蘭凰）さん
�と翔子（小蘭）さん�親子

【ねこの仲介制度「ねこの出会い
広場」】
ねこを譲りたい方とねこを飼いた

い方の出会いを動物指導センターが

仲介し、譲渡の交渉をお互いにして

いただく制度です。

申請条件 次のすべてに該当して

いる方 �飼いねこを譲りたい方�
無償で譲渡することができる �ね
こを飼いたい方�営利や他人への譲
渡を目的としない、家族全員の賛同

を得ており愛情と責任を持って適正

に終生飼養ができる、動物の飼養が

認められている住宅に住んでいる、

現在ねこを飼養していない（ただし

面談などにより認める場合あり）

申請に必要なもの �印鑑 �氏
名・住所が確認できる運転免許証な

ど公的機関が発行する証明書 �集
合住宅または賃貸住宅の場合、動物

の飼養を認めることを証明する書類

申請方法 申請書に必要事項を書

いて、ねこを譲りたい・飼いたい本

人が直接 ※申請書は、動物指導セ

ンター（水走３―１２―３２）で配布。市ウェ

ブサイトからダウンロードもできま

す。

【犬の仲介制度「犬の出会い広場」】
ねこと同様に犬を譲りたい方と犬

を飼いたい方を仲介する制度「犬の

出会い広場」も開設しています。

◇ ◇

■申請・問合せ先 動物指導セン

ター ０７２（９６３）６２１１、�０７２（９６３）１６４４

動物指導センターでは、飼いねこを譲りたい方とねこを飼いたい

方を仲介する制度「ねこの出会い広場」を開設しています。ぜひ、

申請してください。「犬の出会い広場」もあります。

備備備備備備備備備備備
えええええええええええ
ののののののののののの
大大大大大大大大大大大
切切切切切切切切切切切
さささささささささささ
ををををををををををを
体体体体体体体体体体体
感感感感感感感感感感感

書家の金澤泰子さん・翔子さん再び

講演「天使がこの世に降り立てば」

防
災
フ
ェ
ア
に
１
５
０
０
人

人権啓発講演会

さまざまな広報媒体で

情報を発信�

住宅防火防災推進シンポジウム
ダニエルさんと考えよう�

ご利用ください

（１２）

車上ねらい対策～駐車時に中の荷物が見えていると狙われやすいので、車を離れるときは車内をからっぽにしましょう ―東大阪市治安対策本部―

平成２４年９月１５日東 大 阪 市 政 だ よ り



�★印は所得に応じて費用負担があり、☆印は利用料が必要です。
�介護保険の居宅介護支援事業者など介護サービス事業所・施設一覧は、市ウェブサイトでご覧になれます。

■東・中・西福祉事務所高齢福祉係
�東�０７２（９８８）６６１７、�０７２（９８８）６６２０
�中�０７２（９６０）９２７５、�０７２（９６４）７１１０
�西�０６（６７８４）７９８１、�０６（６７８４）７６７７

■老人センター
�八戸の里�０６（６７２４）６２２０、�０６（６７２４）６７３８
�長 瀬�０６（６７２０）５６５３、�０６（６７２４）９８６９
�荒 本�０６（６７８８）２２１４、�０６（６７８８）３３５３
�五 条�０７２（９８５）３７５１、�０７２（９８６）７５９２
�高 井 田�０６（６７８９）３７５１、�０６（６７８９）９１７４
�角田総合�０７２（９６２）８０１１、�０７２（９６３）２０２０

■高齢介護室高齢介護課
０６（４３０９）３１８５、�０６（４３０９）３８４８
■社会福祉協議会
０６（６７８９）７２０１、�０６（６７８９）２９２４
■住宅政策課
０６（４３０９）３２３１～２、�０６（４３０９）３８３４

各制度・サービスの問合せ先

生きがい・社会参加支援
問合せ先

○東・中・西福祉事務所
高齢福祉係

○老人センター

○角田総合老人センター

○高齢介護室高齢介護課

○社会福祉協議会
○高齢介護室高齢介護課

内 容
地域で趣味や教養、社会奉仕など活動の場を自主的につくっている６０歳以上の方
たちの組織を支援します。
６０歳以上の方または障害がある方に、土を通じて親睦と健康増進に役立ててもら
うため、農園を貸し付けています（１年間）。
高齢者（６５歳以上の方）または高齢者と未就学児が、毎月１５日に市内の公衆浴場を
割引料金で利用できます。
６０歳以上の方に、健康増進や教養の向上、趣味を通じた仲間づくりの場を提供し
ます。

６０歳以上の方が生きがいのある生活を送るための学習の場を提供します。

６５歳以上の方は、市内の指定施術所で９月の期間中、はりきゅうとマッサージそ
れぞれ２回の施術を受けることができます（負担額１回１，０００円）。
９月１５日現在、８８歳、１００歳の方で６月１日から引き続き市内在住の方に、祝いの
品物を届けます（９月下旬ごろ）。
市と市老人クラブ連合会の共催で、毎年９月に開催しています。
ダイヤモンド婚（結婚６０年）、金婚（結婚５０年）を迎えた夫婦を祝福するつどいを
開催しています。

サービス・事業名

老人クラブ活動助成事業

福祉農園運営事業

ふれあい入浴事業☆

老人センター事業

シニア地域活動実践塾（悠友
塾）事業☆
はり・きゅう・マッサージ施
術事業☆

敬老祝品贈呈事業

老人福祉大会
ダイヤモンド婚・金婚夫婦の
つどい

住 宅
問合せ先

○住宅政策課

内 容
高齢者が自立し、安全で快適な生活ができるよう配慮した公営住宅で、生活指導
や相談、緊急時対応を行う生活援助員を配置しています。入居者の募集は市政だ
よりでお知らせします。
バリアフリー化した民間賃貸住宅で、所得により一部家賃補助があります。緊急
時対応システムを導入している住宅もあります。
バリアフリー構造などがあり、安否確認や生活相談サービスの提供により、高齢
者が安心して居住できる民間賃貸住宅です。生活支援・介護・医療サービスの提
供が受けられる住宅もあります。

サービス・事業名

シルバーハウジング★

高齢者向け優良賃貸住宅★

サービス付き高齢者向け住宅
☆

施設への入所
問合せ先

○施設
○居宅介護支援事業者
※対象は要介護１～５と認定さ
れた方。

○東・中・西福祉事務所
高齢福祉係

○施設

内 容

入浴や食事などの介護、その他日常生活上の支援や機能訓練、健康管理、療養上
の世話が受けられます。

看護・医学的管理のもと、介護、機能訓練、その他必要な医療、日常生活上の支
援が受けられます。
療養上の管理、看護・医学的管理のもと、介護、機能訓練、その他必要な医療な
どが受けられます。

環境や経済上の理由により居宅での生活が困難な６５歳以上の方が入所できます。

家庭環境などの理由により居宅での生活が困難な６０歳以上の方が入所できます。
食事や入浴、生活相談、緊急時対応など日常生活上の基本的なサービスが受けら
れます。

サービス・事業名
介護老人福祉施設（特別
養護老人ホーム）への入
所☆
介護老人保健施設（老人
保健施設）への入所☆
介護療養型医療施設への
入所☆

養護老人ホーム★

軽費老人ホーム（ケアハ
ウス・Ａ型）★

介
護
保
険
制
度

介
護
保
険
制
度
外

平成２４年度保存版 高齢者のための制度・サービス一覧表

現在実施している高齢者のための制度やサービスを紹介します。

充実した生活や健康維持などのために、ぜひ活用してください。

高齢者のための制度を紹介
９月は高齢者保健福祉月間です



�★印は所得に応じて費用負担があり、☆印は利用料が必要です。
�介護保険の居宅介護支援事業者など介護サービス事業所・施設一
覧は、市ウェブサイトでご覧になれます。

■指導監査室居宅事業者課
�（指導）�０６（４３０９）３３１７、�０６（４３０９）３８１３
�（指定）�０６（４３０９）３３１８、�０６（４３０９）３８１３

■指導監査室施設課
０６（４３０９）３３１５、�０６（４３０９）３８１３
■高齢介護室給付管理課
０６（４３０９）３１８６、�０６（４３０９）３８１４
■高齢介護室高齢介護課
０６（４３０９）３１８５、�０６（４３０９）３８４８

■東・中・西福祉事務所高齢福祉係
�東�０７２（９８８）６６１７、�０７２（９８８）６６２０
�中�０７２（９６０）９２７５、�０７２（９６４）７１１０
�西�０６（６７８４）７９８１、�０６（６７８４）７６７７
■社会福祉協議会
０６（６７８９）７２０１、�０６（６７８９）２９２４

■東・中・西保健センター
�東�０７２（９８２）２６０３、�０７２（９８６）２１３５
�中�０７２（９６５）６４１１、�０７２（９６６）６５２７
�西�０６（６７８８）００８５、�０６（６７８８）２９１６
■健康づくり課
０７２（９６０）３８０２、�０７２（９６０）３８０９

■障害者支援室
０６（４３０９）３１８４、�０６（４３０９）３８１５
■社会福祉協議会日常生活自立支援センター
０６（６７２６）２５１５、�０６（６７２６）２４６４
■大阪家庭裁判所後見係
０６（６９４３）５８７２

■東大阪税務署個人課税第１部門
０６（６７２４）０００１
■国税庁ホームページ
http:／／www.nta.go.jp／
■介護保険案内ダイヤル
０６（４３０９）３１９１

各制度・サービスの問合せ先

総合相談・権利擁護援助など
問合せ先

○地域包括支援センター
（基幹型）

○社会福祉協議会日常生
活自立支援センター

○大阪家庭裁判所後見係
○地域包括支援センター
�市長申立てに関する相
談＝東・中・西福祉事
務所高齢福祉係

○地域包括支援センター
○東・中・西保健センター
○東・中・西福祉事務所
高齢福祉係

内 容
相談窓口を周知し、認知症への理解を深めてもらい、認知症高齢者が自立
した生活ができる地域づくりを進めます。
認知症や知的障害、精神障害などで判断能力に不安があり、福祉サービス
の利用契約を結ぶことが困難な方が適切なサービスを利用できるよう援助
や代行、支援などを行います。
裁判所が認知症などにより判断能力が不充分と認定した方のために、成年
後見人などを選任し、財産管理や身上面の監護を行います。配偶者や４親
等内の親族が家庭裁判所に申し立てることができますが、いない場合は市
長が申し立てることができます。なお、利用手続きを行う親族がいる場合
の成年後見制度利用相談など高齢者の権利擁護のための相談は、地域包括
支援センターで応じています。
虐待を受けている恐れのある高齢者に気づいたとき、また自分自身が虐待
を受け苦しんでいる方はご相談ください。地域ケア会議の一環として取り
組んでいる高齢者虐待防止ネットワークを活用し、市と関係機関が協力し
て問題解決のために支援します。

サービス・事業名
認知症高齢者地
域支援事業

日常生活自立支
援事業★

成年後見制度

高齢者虐待防止
のための支援

自立生活支援事業
サービス・事業名 内 容 問合せ先

日常生活用具の
給付★

在宅のひとり暮らしの要援護高齢者などに日常生活用具（電磁調理器、火
災警報機、自動消火器）を給付します。なお、火災警報機、自動消火器は
低所得者が対象です。

○東・中・西福祉事務所
高齢福祉係
○地域包括支援センター

緊急通報装置の
レンタル★

ひとり暮らしの高齢者などが、家庭での事故や突然の病気のとき、ペンダ
ントのボタンを押すと受信センターにつながり、適切な対応をします。自
宅に固定電話があることと、近隣に２人の協力員が必要です。

福祉電話の貸与
☆

ひとり暮らしの高齢者などで電話がない方に、緊急時に連絡するための電
話を貸し出します。所得制限があり、通話料金は利用者負担です。

訪問理美容サー
ビス事業☆

要介護３～５と認定され、理美容店に行くことが困難な在宅の高齢者に、
理美容師が訪問して理美容サービスを行います。理美容代は利用者負担で
す。

街かどデイハウ
ス運営事業☆

虚弱などにより軽度の援助を必要とする在宅の高齢者に、地域の身近な施
設を活用して、趣味や創作、レクリエーション、介護予防など、住民参加
による日帰り援助サービスを提供します。

車いす貸出事業 一時的に車いすを必要とする高齢者などに貸し出します（原則１０日以内）。
なお、介護保険の福祉用具貸与などの代替ではありません。

○東・中・西福祉事務所
高齢福祉係

ひとり暮らし高
齢者等訪問相談
事業

ひとり暮らし高齢者の家庭を訪問して、さまざまな相談に応じます。 ○社会福祉協議会

ひとり暮らし高
齢者実態把握事
業

民生委員や介護支援専門員など、どこからもサポートされていないひとり
暮らし高齢者に、アンケートを実施してその生活状況を把握し、必要に応
じて訪問調査を行います。

○高齢介護室高齢介護課

住宅改造助成事
業

高齢者や重度身体障害者が住み慣れた地域で安心して生活できるよう所得
に応じて住宅改造費を助成します。高齢者は高齢介護室給付管理課、重度
身体障害者は障害者支援室へお問合せください。

○高齢介護室給付管理課
○障害者支援室

所得税控除の制度
サービス・事業名 内 容 問合せ先

所
得
税
の
控
除

障害者控除

扶養親族に寝たきり高齢者がいる方は、障害者控除が認められる場合があ
ります。寝たきり高齢者とは、その年の１２月３１日の現況で、引き続き６か
月以上にわたり身体障害により常に寝たきりの状態で、複雑な介護が必要
な方です。

○東大阪税務署
個人課税第１部門
○国税庁ホームページ

医療費控除

�６か月以上寝たきりの方のおむつ代が対象です。その方を治療している
医師が発行したおむつ使用証明書が必要です。
�介護保険制度で提供された一定の施設・居宅サービスの自己負担額が対
象です。指定介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）のサービスの対価
（介護費や食費、居住費）は、支払額の２分の１相当が対象となります。

住宅特定改
修特別控除

一定の要件に当てはまるバリアフリー改修工事をした場合、所得税から税
額控除を受けることができます。

年金所得者
の申告手続
きの簡素化

その年中の公的年金等の収入金額が４００万円以下でその年中の公的年金等に
係る雑所得以外の所得金額が２０万円以下である場合、その年中の所得税の
確定申告書は提出不要です。ただし、住民税の申告は必要です。なお、医
療費控除による所得税の還付を受けるための申告書は提出してください。

障害者控除対象
者認定書交付

障害者手帳を持っていない６５歳以上の方も、介護保険主治医意見書や医師
の診断、職員の調査などに基づき、障害者に準ずる状態または寝たきりの
状態の場合は、障害者控除対象者認定書を交付します。

○東・中・西福祉事務所
高齢福祉係

地域包括支援センター
地域包括支援センターでは、介護保険を利用する方や介護保険
利用対象外の方で支援を必要とする高齢者およびその家族の相談
に応じています。また、必要に応じて職員が家庭への訪問もしま
すので、気軽に利用してください。
なお、地域包括支援センターでは要支援の方の介護予防ケアプ
ランの作成も行っています。お住まいにより担当の地域包括支援
センターが決まっていますので、くわしくは市ウェブサイトをご
覧いただくか、高齢介護室高齢介護課へお問合せください。

電話・ファクス番号

０７２（９８６）０２１１、�０７２（９８６）９００３

０７２（９８３）２２５５、�０７２（９８３）２２７７

０７２（９８３）７７２５、�０７２（９８３）７７０１

０７２（９８５）７７７２、�０７２（９８５）１７２２

０７２（９８７）７５０５、�０７２（９８７）９８５５

０７２（９８６）３６８０、�０７２（９８８）０１３４

０７２（９６４）０３０８、�０７２（９６４）３０６０

０７２（９６０）８６６６、�０７２（９６１）２０５０

０７２（９６０）６０７２、�０７２（９６０）６０８０

０７２（９６６）７７５６、�０７２（９６６）５０１５

０６（４３０７）０１６５、�０６（４３０７）０４４４

０６（６７４８）８００９、�０６（６７４８）８０１０

０６（７６７０）３７００、�０６（６７８７）３８８５

０６（６７８２）１３１３、�０６（６７８２）１３１４

０６（６７２７）０２１３、�０６（６７２７）０７３０

０６（６２２４）５１１１、�０６（６７２４）８２３２

０６（６７２８）３０９９、�０６（６７２８）３０９２

０７２（９６３）６６６３、�０７２（９６３）２０２０

０６（６７２６）２５３３、�０６（６７２６）２５４４

所在地

善根寺町１―５―３１

布市町２―１２―２

南荘町１３―３８

出雲井本町３―２５

南四条町１―１

上六万寺町１３―４０

古箕輪１―３―２８

横枕８―３４

吉田本町１―１０―１３

玉串町東１―１０―２０

若江南町３―７―７

稲田新町１―１０―１

御厨南３―１―１８

長栄寺２１―２４

下小阪４―７―３６

岸田堂北町６―１

寿町１―９―３９

角田２―３―８

荒川３―４―２３

名 称

ビオスの丘

布市福寿苑

千寿園

福寿苑

四条の家

なるかわ苑

みのわの里

春光園

アーバンケア島之内

向日葵

アンパス東大阪

アーバンケア稲田

サンホーム

レーベンズポルト

ヴェルディ八戸ノ里

たちばなの里

イースタンビラ

社会福祉協
議会 角田

社会福祉協
議会 荒川

基
幹
型

介護保険事業など
サービス・事業名 内 容 問合せ先

在
宅
サ
ー
ビ
ス

訪問介護（ホーム
ヘルプサービス）☆

ホームヘルパーが家庭を訪問し、入浴や食事など身の回り
の世話をします。

○居宅介護支援事業者
○介護サービス事業者
○地域包括支援センター
○指導監査室居宅事業者
課
○指導監査室施設課
○高齢介護室給付管理課
※要支援１・２と認定された方
は介護予防サービスを、要介
護１～５と認定された方は介
護サービスを利用します。

訪問入浴介護☆ 浴槽を積んだ車で家庭を訪問し、入浴を介護します。

訪問看護☆ 看護師などが家庭を訪問し、主治医と連絡をとりながら病
状の観察や床ずれの手当てなどをします。

訪問リハビリテー
ション☆

理学療法士などが家庭を訪問し、必要なリハビリテーショ
ンをします。

居宅療養管理指導
☆

医師や歯科医師、薬剤師などが家庭を訪問し、療養上の管
理や指導をします。

通所介護（デイサー
ビス）☆

デイサービスセンターに通所した方に、入浴や食事の提供
など日常生活上の支援や機能訓練を行います。

通所リハビリテーシ
ョン（デイケア）☆

介護老人保健施設、病院、診療所に通所した方に、心身の機
能維持や回復のために必要なリハビリテーションをします。

短期入所生活介護
（ショートステイ）☆

介護老人福祉施設などに短期間入所した方に、入浴や食事
などの介護、その他日常生活上の支援や機能訓練を行います。

短期入所療養介護
（ショートステイ）
☆

介護老人保健施設などに短期間入所した方に、看護や医学
的管理のもと、介護や機能訓練、その他必要な医療や日常
生活上の支援をします。

福祉用具の貸与☆ 車いすや特殊寝台などを貸し出します。ただし、介護度に
よって対象とならない用具もあります。

福祉用具購入費の支給 入浴用いすや腰掛便座などの特定福祉用具購入費を支給します。

住宅改修費の支給 手すりの取付けや段差の解消など、小規模な工事の住宅改
修費を支給します。事前に申請が必要です。

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

認知症対応型通所
介護☆

認知症の高齢者に、自宅からの送迎や入浴、排せつ、食事
などの介護や簡単な機能訓練を提供します。 ○居宅介護支援事業者

○介護サービス事業者
○地域包括支援センター
○高齢介護室給付管理課
○指導監査室施設課
※要支援１・２と認定された方
は介護予防サービスを、要介
護１～５と認定された方は介
護サービスを利用します。な
お、原則として本市の介護保
険被保険者のみがサービスを
利用できます。

小規模多機能型居
宅介護☆

通所サービスを中心に、スタッフが利用者に訪問サービス
を提供したり、利用者が事業所に宿泊したりすることがで
きます。利用料は介護度により異なり、１か月単位の定額
料金で利用できる事業所は１か所のみです。

認知症対応型共同
生活介護（認知症
対応型グループホ
ーム）☆

認知症の高齢者に、居室や居間、食堂などを備えた５人～
９人のユニットで共同生活ができる場を提供し、日常生活
の介助をします。なお、要支援１の方は利用できません。

地域密着型介護老
人福祉施設入所者
生活介護☆

定員３０人未満の小規模な介護老人福祉施設で、食事や入浴、
機能訓練などのサービスを提供します。なお、要支援１・
２の方は利用できません。

地
域
支
援
事
業

食の自立支援（配
食）サービス☆

食事の調理が困難な６５歳以上のひとり暮らし高齢者または
高齢者のみの世帯などで、次の��のいずれかの方に栄養
バランスのとれた食事（昼食）を１食４５０円で自宅まで届けま
す（週４回以内）。
�要支援・要介護と認定された方
�地域支援事業に基づく二次予防事業対象者と決定され、
予防プランに配食サービスを組み込まれた方

○東・中・西福祉事務所
高齢福祉係
○地域包括支援センター

在宅老人介護者の
つどい☆

家庭で寝たきりや認知症の高齢者を介護している方に、介
護サービスの情報や交流の場を提供します。 ○社会福祉協議会

家族介護慰労金支
給事業

要介護４・５と認定され、在宅で１年以上（入院日数が９０
日以内）介護保険の給付を受けていない市民税非課税世帯
の高齢者を介護している市民税非課税世帯の家族に、年額
１０万円の慰労金を支給します。

○東・中・西福祉事務所
高齢福祉係

家族介護教室事業
要介護高齢者を介護している家族などに、介護に関する知
識や情報を提供する教室を開催し、地域で自立した生活が
できるよう支援します。

○地域包括支援センター

介護用品支給事業

要介護４・５と認定された高齢者（介護保険の利用者負担
が第１・２段階で、生活保護世帯などを除く）を在宅で介
護している市民税非課税世帯の家族に１か月４，０００円を限度
とし、紙おむつを現物支給します。

○東・中・西福祉事務所
高齢福祉係

二次予防事業

身体状況が今後要支援・要介護状態になる可能性が高く、
介護予防上の支援が必要な二次予防事業対象者を把握・決
定します。また、要支援・要介護状態にならないよう介護
予防プログラムを提供します。

○地域包括支援センター
○高齢介護室高齢介護課

一次予防事業
６５歳以上の高齢者が要支援・要介護状態になることを防ぐ
ために、介護予防に関する知識や運動方法の啓発を行い、
介護予防教室などを開催しています。

○東・中・西保健センター
○地域包括支援センター
○高齢介護室高齢介護課

そ
の
他
健康増進事業

市内の歯科医療機関に委託して、４０歳、４５歳、５０歳、５５歳、
６０歳、６５歳、７０歳、７５歳、８０歳の方に口腔内診査や保健指導を
行っています。その他保健センターでは健康増進、生活習慣
病の予防のための健康教室やがん検診なども行っています。

○東・中・西保健センター
○健康づくり課

平成２４年度保存版 高齢者のための制度・サービス一覧表

現在実施している高齢者のための制度やサービスを

紹介します。充実した生活や健康維持などのために、

ぜひ活用してください。

高齢者のための制度を紹介
９月は高齢者保健福祉月間です



市内に６か所ある老人センターでは、市
内在住の６０歳以上の皆さんに、より豊かで
生きがいのある生活を送っていただくため、
さまざまな行事や教室を開催しています。
また、高齢者が抱える相談にも応じていま
す。老人センターを利用しませんか。

高
齢
者
と
そ
の
家
族
を
支
援

す
る
た
め
の
拠
点
と
し
て
、次
の

よ
う
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

開
館
時
間
は
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
（
日
曜
日
、
祝

日
、
年
末
年
始
は
休
館
）で
す
。

【
高
齢
者
生
き
が
い
教
室
】

心
豊
か
な
生
活
と
参
加
者
同

士
の
交
流
に
よ
る
ふ
れ
あ
い
の

輪
を
広
げ
て
も
ら
う
た
め
、
書

道
や
ダ
ン
ス
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

教
室
を
開
催
し
、
趣
味
活
動
を

通
じ
て
心
身
の
健
康
維
持
な
ど

に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
教
養
講
座
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
事
業
】

世
代
間
交
流
会
や
ふ
れ
あ
い

バ
ス
ツ
ア
ー
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
行
事
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

【
地
域
交
流
事
業
】

ク
ラ
ブ
活
動
発
表
会
な
ど
を

開
催
し
、
地
域
と
の
交
流
を
図

っ
て
い
ま
す
。

【
介
護
予
防
・
健
康
づ
く
り

推
進
事
業
】

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
な
ど
と
連
携
し
、
介
護

予
防
の
啓
発
・
普
及
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
介
護
予
防
な
ど
の
相

談
・
指
導
を
実
施
し
、
高
齢
者

が
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ

う
支
援
し
て
い
ま
す
。

【
ふ
れ
あ
い
福
祉
電
話
】

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅

へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
電
話
を
か

け
、
高
齢
者
の
話
し
相
手
と
な

っ
て
い
ま
す
。

【
い
き
い
き
ネ
ッ
ト
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
事
業
（
Ｃ
Ｓ
Ｗ
配

置
事
業
）】

地
域
で
援
護
が
必
要
な
高
齢

者
や
障
害
者
、
子
育
て
中
の
方

の
相
談
に
応
じ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
Ｃ

Ｓ
Ｗ
）
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

【
各
種
相
談
事
業
】

日
常
生
活
の
心
配
事
や
健
康

な
ど
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

毎
月
第
３
水
曜
日
午
後
１
時

３０
分
〜
３
時
（
８
月
は
休
み
）

【
シ
ニ
ア
地
域
活
動
実
践
塾
】

高
齢
者
の
皆
さ
ん
に「
楽
し
く

集
い
、
学
び
、
語
ら
い
、
行
動

す
る
」機
会
と
場
を
提
供
す
る
た

め
、
シ
ニ
ア
地
域
活
動
実
践
塾

「
悠
友
塾
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

受
講
者
の
募
集
に
つ
い
て
は
、

市
政
だ
よ
り
な
ど
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
（
今
年
度
の
募
集
は
終

了
し
て
い
ま
す
）。

【
高
齢
者
地
域
支
え
合
い
セ

ン
タ
ー
事
業
】

市
民
の
皆
さ
ん
が
福
祉
や
ま

ち
づ
く
り
に
参
加
す
る
仕
組
み

や
、
高
齢
者
、
障
害
者
を
地
域

ぐ
る
み
で
支
え
る
仕
組
み
を
構

築
す
る
た
め
に
、
次
の
よ
う
な

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▽
ワ
ン
コ
イ
ン
生
活
サ
ポ
ー

ト
事
業
�
高
齢
者
や
障
害
者
、

産
前
・
産
後
の
方
が
地
域
で
安

心
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、

地
域
安
心
生
活
サ
ポ
ー
タ
ー
が

ワ
ン
コ
イ
ン（
３０
分
５
０
０
円
）

で
家
事
な
ど
を
援
助
し
ま
す（
利

用
に
は
事
前
に
登
録
が
必
要
。

サ
ポ
ー
タ
ー
も
募
集
し
て
い
ま

す
）。▽認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
を
応
援
�
認
知
症
を
正
し

く
理
解
し
、
認
知
高
齢
者
や
そ

の
家
族
の
応
援
者
と
な
る
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
す
る
た

め
の
講
座
開
催
を
お
手
伝
い
し

ま
す
。

地
域
の
身
近
な
施
設
を
活

用
し
て
、
住
民
参
加
に
よ
る

日
帰
り
援
助
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
「
街
か
ど
デ
イ
ハ
ウ

ス
」
を
市
内
１８
か
所
に
開
設

し
て
い
ま
す
。
対
象
は
、
介

護
保
険
制
度
を
利
用
し
て
い

な
い
６５
歳
以
上
の
方
で
す
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
内
容

趣
味
活
動
（
手

芸
、
折
り
紙
、
習
字
、
ち
ぎ

り
絵
）、
ゲ
ー
ム
や
パ
ズ
ル
、

介
護
予
防
活
動
（
運
動
機
能

向
上
、
認
知
症
予
防
、
口
腔

ケ
ア
）、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

活
動
、
昼
食

※
開
設
日
時
や
利
用
料
な

ど
く
わ
し
く
は
、
街
か
ど
デ

イ
ハ
ウ
ス
連
絡
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（h

ttp���m
a
ch
i

d
a
y
.h�
o
s
a
k
a
.jp�in

d
ex
p
c.p
h
p

）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先

▽
東
・
中
・

西
福
祉
事
務
所
高
齢
福
祉
係

（
東
�
０
７
２
―

９
８
８
―

６
６

１
７
、
�
０
７
２
―

９
８
８
―

６
６
２
０

中
�
０
７
２
―

９

６
０
―

９
２
７
５
、�
０
７
２

―

９
６
４
―

７
１
１
０

西
�

０
６
―

６
７
８
４
―

７
９
８
１
、

�
０
６
―

６
７
８
４
―

７
６

７
７
）

▽
高
齢
介
護
室
高
齢

介
護
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
１
８
５
、
�
０
６
（
４
３

０
９
）
３
８
４
８

街かどデイハウス一覧 平成２４年８月１日現在

電話番号

０６（６７２５）７２３８

０６（６７８３）０５８２

０６（６７８３）７７３８

０７２（９８０）７０４０

０６（６７８２）６４０１

０７２（９８１）２１８３

０６（６７２７）５３０８

０６（６７８３）５９６３

０６（６７２０）０３６５

０６（６７２７）６００２

０６（６７４７）１４６３

０６（４３０９）０８７８

０７２（９８６）０６９３

０６（６７２３）８８８９

０７２（９８６）０００２

０７２（９６６）１２３２

０７２（９６３）２２８２

０６（６７３０）５６３０

所 在 地

若江北町１―３６―３０

森河内西２―２７―１５ライラック放出１０５

長堂１―１８―１

西石切町３―２―６―１０１・１０２

長栄寺４―１２

南荘町１２―１０

大�南１―３―１６
荒本１―８―１４―１０５

寿町１―１―３５

永和２―２４―２９

南鴻池町２―１６―２８

稲田上町１―７―１０

南四条町１２―１１

長瀬町２―８―１５店舗１０５

日下町３―４―４３

今米１―１８―３２

吉田１―３―２２

友井３―６―１１

名 称

いきいきライフ夢

悠友

陽だまり

みんなでたのしも会（めざめ）

高麗いきいきクラブ

こひゃん

大�ふれあいの家
すずめの学校

憩いの森

街かどデイハウスほんわか

ぬくもり

じゃがいもくらぶ

南四条

和氣愛々

とも

にこにこはうす

お達者くらぶ

生き生きネット和の会

老人センターの所在地と連絡先

ファクス番号

０６（６７２４）６７３８

０６（６７２４）９８６９

０６（６７８８）３３５３

０７２（９８６）７５９２

０６（６７８９）９１７４

０７２（９６３）２０２０

※実施している事業は老人センターによって異なります。くわしく
は各老人センターのウェブサイトをご覧いただくか、お問合せく
ださい。

電話番号

０６（６７２４）６２２０

０６（６７２０）５６５３

０６（６７８８）２２１４

０７２（９８５）３７５１

０６（６７８９）３７５１

０７２（９６２）８０１１

所 在 地

中小阪５―１４―２７

長瀬町２―１１―１９

荒本２―５―３８

五条町９―４５

高井田元町１―２―１３

角田２―３―８

名 称

八戸の里老人センター

長瀬老人センター

荒本老人センター

五条老人センター

高井田老人センター

角田総合老人センター

平成２４年度保存版 高齢者のための制度・サービス一覧表

利用しませんか

街かどデイハウス




